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は
じ
め
に

　

私
た
ち
の
調
査
チ
ー
ム

︵
１
︶

は
、
二
〇
一
〇
年
夏
、
リ
キ
ア
地
方
（
ト

ル
コ
共
和
国
ム
ー
ラ
県
フ
ェ
テ
ィ
エ
郡
）
の
古
代
都
市
ト
ロ
スT

los

の
遺
跡
に
お
い
て
、
異
教
聖
域
跡
に
建
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
司

教
座
教
会
聖
堂
遺
構
の
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
四
ヵ
年
に
わ
た
る
第
一
次
発
掘
計
画
に
お
い
て
以
下

の
諸
点
の
解
明
を
目
指
し
て
い
る

︵
２
︶

。
第
一
に
、
聖
堂
の
（
１
）
建
造

時
期
、（
２
）
放
棄
時
期
、（
３
）
修
築
・
改
築
時
期
、（
４
）
改
築

各
期
に
お
け
る
建
築
様
式
・
装
飾
様
式
の
変
化
、（
５
）
各
期
に
お

け
る
機
能
の
変
化
、（
６
）
建
築
に
用
い
ら
れ
た
ス
ポ
リ
ア
（
転
用
材
）

の
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
聖
堂
建
築
以
前
に
あ
っ

た
旧
異
教
聖
域
の
（
１
）
区
画
範
囲
、（
２
）
築
造
時
期
、 （
３
）
放

棄
時
期
、（
４
） 

機
能
・
性
格
、（
５
）
遺
構
・
部
材
転
用
過
程
を
明

ら
か
に
し
、（
６
）転
用
材
に
刻
ま
れ
た
古
代
碑
文
を
解
読
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
古
代
末
期
ト
ロ
ス
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
受
容

に
伴
う
（
１
）
異
教
信
仰
放
棄
・
並
存
過
程
、（
２
）
都
市
景
観
変

容
過
程
と
そ
の
特
質
、（
３
）
社
会
慣
習
（
祭
儀
・
礼
拝
・
公
共
行
事
）

変
容
過
程
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
や

や
立
ち
入
っ
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ
け
と
意
義
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
述
べ
て
お
き
た
い
。
二
〇
一
〇
年
度
は
、
拝
廊
（
も
し
く

は
前
庭
）
全
体
と
身
廊
・
側
廊
の
西
側
入
り
口
か
ら
五
分
の
一
ま
で

　

ト
ロ
ス
司
教
座
教
会
聖
堂
の
発
掘
に
つ
い
て

　
　
　
　

浦　

野　
　
　

聡

キ
ー
ワ
ー
ド

　

リ
キ
ア　

古
代
地
中
海
世
界　

聖
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司
教
座
聖
堂　

ト
ロ
ス
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に
あ
た
る
部
分
の
土
を
敷
居
石
の
レ
ベ
ル
ま
で
除
去
し
、
お
そ
ら
く

一
二
世
紀
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
墓
二
基
お
よ
び
六
体
の
埋
葬

人
骨
を
見
出
し
た
が
、
な
お
調
査
途
中
で
あ
る
の
で
、
発
掘
成
果
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
の
中
間
報
告
に
譲
る
。

一
、
ト
ロ
ス
と
い
う
都
市

　

ま
ず
、
ト
ロ
ス
と
い
う
都
市
の
歴
史
地
理
的
な
位
置
づ
け
か
ら
述

べ
よ
う

︵
３
︶

。

　

ト
ル
コ
半
島
南
西
部
、
幅
約
一
三
〇
㎞
に
わ
た
っ
て
地
中
海
に
せ

り
出
す
山
が
ち
の
陸
塊
は
、古
来
リ
キ
ア
と
呼
ば
れ
た
。
ト
ロ
ス
は
、

そ
の
西
半
、
南
北
に
走
る
標
高
三
〇
〇
〇
ｍ
級
の
ア
ク
ダ
ー
ラ
ル
山

系
（
古
代
の
ク
ラ
ゴ
スK

ragos

山
系

︵
４
︶

）
の
西
裾
に
位
置
す
る
。
古

く
は
前
一
四
世
紀
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
文
書
にD

alaw
a

、
リ
キ
ア
語

碑
文
にT

law
a

の
名
で
知
ら
れ

︵
５
︶

、
前
一
世
紀
の
地
理
学
者
ス
ト
ラ

ボ
ン
が
引
用
す
る
前
二
世
紀
末
の
地
理
学
者
ア
ル
テ
ミ
ド
ー
ロ
ス
に

よ
れ
ば
、
リ
キ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
三
二
都
市
中
、
六
大
都
市
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
た

︵
６
︶

。
ア
ク
ダ
ー
ラ
ル
の
山
並
み
を
東
に
仰
ぎ
見
な

が
ら
こ
れ
と
並
行
に
流
れ
る
ク
サ
ン
ト
スX

anthos

川
の
沖
積
平
野

は
リ
キ
ア
最
大
の
沃
野
で
あ
り
、
上
述
の
リ
キ
ア
の
六
大
都
市
の
う

ち
四
つ
（
パ
タ
ラ
、
ク
サ
ン
ト
ス
、
ピ
ナ
ラ
、
ト
ロ
ス
）
ま
で
が
こ

の
地
に
位
置
す
る
。
そ
の
平
野
を
地
中
海
岸
か
ら
三
〇
㎞
ほ
ど
内
陸

に
北
行
し
た
あ
た
り
、
標
高
約
四
八
〇
ｍ
の
垂
直
に
切
り
立
っ
た
岬

状
の
尾
根
が
山
裾
の
中
途
に
突
き
出
し
て
お
り

︵
７
︶

、
そ
の
頂
上
が
ト
ロ

ス
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
あ
る
（
写
真
１
）。
そ
こ
か
ら
ア
ク
ダ
ー
ラ

ル
の
主
峰
ウ
ユ
ル
ク
・
テ
ペ
シ
に
向
か
っ
て
東
側
は
、
い
っ
た
ん
標

高
四
三
〇
ｍ
に
ま
で
下
り
、
再
び
緩
や
か
に
昇
り
出
す
開
け
た
谷
状

の
地
形
に
な
っ
て
い
て
、
ト
ロ
ス
人
は
そ
こ
に
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の

陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
都
市
を
築
い
た
（
写
真
２
）。
冬
に
ク
ラ

ゴ
ス
の
頂
を
覆
う
雪
は
夏
に
は
す
っ
か
り
溶
け
て
し
ま
う
が
、
い
か

に
酷
暑
の
夏
に
も
岩
間
か
ら
流
れ
出
る
豊
か
な
水
脈
と
な
っ
て
山
系

の
谷
と
西
の
平
野
を
潤
す
。
天
然
の
要
害
と
も
い
う
べ
き
地
形
に
守

ら
れ
た
ト
ロ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
た
ク
サ
ン
ト

ス
川
以
東
の
実
り
豊
か
な
耕
作
地
と
、
背
後
に
控
え
る
ク
ラ
ゴ
ス
の

山
腹
の
広
大
な
山
林
と
放
牧
地
を
治
め
る
支
配
権
力
の
座
所
と
し
て

最
適
の
地
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

ト
ロ
ス
と
そ
の
領
域
は
南
北
、
東
西
に
海
と
内
陸
を
つ
な
ぐ
交
通

の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
リ
キ
ア
が
ロ
ー
マ
の
属
州
と
さ
れ
た
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ウ
ス
帝
時
代
、
当
時
リ
キ
ア
随
一
の
海
港
都
市
パ
タ
ラ
に
建
て

ら
れ
たStadiasm

us Patarensis 

（
あ
る
い
はM

iliarium
 L

yciae

）

と
し
て
知
ら
れ
る
属
州
内
の
都
市
（
稀
に
村
落
）
間
の
距
離
を
記

し
た
巨
大
な
記
念
碑

︵
８
︶

に
よ
れ
ば
、
ト
ロ
ス
は
ピ
ナ
ラPinara

（
南

南
西
）、
テ
ル
メ
ッ
ソ
スTelm

essos

（
西
）、
ク
サ
ン
ト
スX

anthos

（
南
）、
オ
イ
ノ
ア
ン
ダO

inoanda

（
北
北
東
）
と
い
う
近
隣
の
有
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力
都
市
、ア
ラ
ク
サA

raxa

（
北
）、カ
デ
ュ
ア
ン
ダK

adyanda

（
北

西
）、
カ
ス
タ
バ
ラK

astabara

（
北
東
）
と
い
う
山
間
都
市
（
お

よ
び
村
落
）
に
往
還
す
る
街
道
上
の
結
節
点
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の

里
程
標
石
に
記
さ
れ
た
四
四
の
都
市
や
村
の
う
ち
七
度
も
起
点
・
終

点
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
る
都
市
は
ト
ロ
ス
を
措
い
て
ほ
か
に
な

く
、
こ
の
事
実
は
、
い
か
に
リ
キ
ア
諸
都
市
の
中
で
ト
ロ
ス
が
通
行

上
重
要
な
町
と
目
さ
れ
て
い
た
か
を
よ
く
物
語
っ
て
い
よ
う
。
と
り

わ
け
、
パ
タ
ラ
や
ク
サ
ン
ト
ス
と
属
州
ア
シ
ア
の
間
の
往
来
に
は
ト

ロ
ス
な
い
し
そ
の
領
域
を
通
る
道

︵
９
︶

が
至
便
で
、
現
在
の
カ
ラ
ベ
ル
峠

（
標
高
一
三
〇
〇
ｍ
）
を
越
え
る
道
は
、
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
︲
バ
ル
ブ
ー

ラB
alboura

を
通
っ
て
キ
ビ
ュ
ラK

ibyra
周
辺
の
大
理
石
産
地
や

鉄
製
品
生
産
地
と
リ
キ
ア
を
結
ぶ
最
重
要
の
輸
送
路
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る︶

₁₀
︵

（
図
１
参
照
）。
リ
キ
ア
は
緑
豊
か
で
木
材
や
農
産
・
畜
産

物
の
消
費
需
要
を
満
た
す
に
は
事
足
り
た
が
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
帝

政
時
代
、
各
都
市
で
壮
観
を
競
っ
た
公
共
建
築
物
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の

需
要
に
応
じ
う
る
よ
う
な
大
理
石
や
鉱
物
資
源
の
産
を
欠
き
、
北
方

の
属
州
ア
シ
ア
、
と
り
わ
け
カ
リ
ア
地
方
や
フ
リ
ュ
ギ
ア
地
方
か
ら

の
輸
入
を
必
要
と
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
交
通
路
の
確
立
は
お
そ
ら
く
ロ
ー
マ

帝
政
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
最
近
、
収
集
家

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
、
紀
元
前
四
六
年
、
連
邦
を
組
ん
で
い
た

リ
キ
ア
諸
都
市
と
ロ
ー
マ
の
間
に
結
ば
れ
た
条
約
を
記
し
た
青
銅
板

図 1. リキアとその周辺
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が
発
見
さ
れ
た︶

₁₁
︵

。
碑
文
校
訂
者
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
こ
の
条
約
が
締
結

さ
れ
た
と
き
、
リ
キ
ア
連
邦
は
北
方
の
ピ
シ
デ
ィ
ア
人
／
ソ
リ
ュ
ミ

ス
人
た
ち
と
戦
争
状
態
に
あ
り
、
独
裁
官
カ
エ
サ
ル
の
好
意
的
な
裁

定
に
よ
っ
て
、
北
辺
の
領
土
保
持
に
つ
い
て
ロ
ー
マ
の
後
ろ
盾
を
得

た
も
の
と
論
じ
る︶

₁₂
︵

。
こ
の
条
約
碑
文
が
、
リ
キ
ア
人
に
属
す
べ
き
辺

境
地
と
し
て
エ
ル
ベ
ッ
ソ
スE

lbessos

と
マ
サ
山M

asa O
ros

を
挙

げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
は
、
ト
ロ
ス
の
影
響
下
に
あ
っ
た
カ

ス
タ
バ
ラ
と
、
ト
ロ
ス
の
北
東
隣
の
ピ
シ
デ
ィ
ア
／
ソ
リ
ュ
ミ
ス
人

系
都
市
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
中
間
に
位
置
す
る
山
中
の
湖
畔
（
現
ギ
ョ

ル
デ
フ
湖
畔
）
の
小
邑
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
東
の
山
岳
地
帯
の

こ
と
で
あ
っ
た︶

₁₃
︵

。
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
す
で
に
前

八
四
年
、
ス
ラ
の
代
理
官
ム
レ
ナ
に
よ
っ
て
、
ピ
シ
デ
ィ
ア
人
／
ソ

リ
ュ
ミ
ス
人
の
町
バ
ル
ブ
ー
ラ
と
ブ
ボ
ンB

oubon
は
、
そ
れ
ま
で

テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
同
盟Tetrapolis

を
組
ん
で
い
た
有
力
都
市
キ
ビ
ュ

ラ
の
影
響
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
リ
キ
ア
に
編
入
さ
れ
て
い
た
（
キ

ビ
ュ
ラ
は
ア
シ
ア
に
と
ど
め
置
か
れ
た︶

₁₄
︵

）。
こ
れ
ま
で
研
究
者
た
ち

は
、
そ
れ
ら
の
都
市
の
南
東
側
に
あ
っ
た
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
言
及
し

て
い
な
い
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
も
リ
キ
ア
に
組
み
込
ま
れ
た
と
考
え
て
き

た︶
₁₅
︵

。
し
か
し
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
前
四
六
年
に
エ
ル
ベ
ッ
ソ
ス
や
マ

サ
山
が
リ
キ
ア
の
辺
境
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら
以
北
に
あ
っ
た
ピ
シ
デ
ィ
ア
／
ソ
リ
ュ

ミ
ス
人
の
都
市
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
は
リ
キ
ア
に
対
す
る
潜
在
的
敵
対
勢

力
と
し
て
独
立
を
保
ち
続
け
た
に
違
い
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
前
八
四
年
以
前
と
前
四
六
年
前
後
に
お

い
て
、
ト
ロ
ス
か
ら
先
リ
キ
ア
と
ア
シ
ア
を
結
ぶ
交
通
路
が
分
断
さ

れ
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
前
一
世
紀
半
ば
す
ぎ
ま
で
は
リ
キ
ア
︲

ア
シ
ア
間
の
交
通
は
安
全
な
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

も
の
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
以
前
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ア
ラ
ク
サ

か
ら
見
つ
か
っ
た
顕
彰
碑
文
に
よ
れ
ば
、
前
二
世
紀
、
ブ
ボ
ン
の
僭

主
モ
ア
ゲ
テ
スM

oagetes

の
攻
撃
を
受
け
た
ア
ラ
ク
サ
人
は
、
ま

ず
ブ
ボ
ン
の
宗
主
国
に
当
た
る
キ
ビ
ュ
ラ
に
不
当
を
訴
え
た
が
効
果

な
く
、却
っ
て
市
民
の
多
く
を
捕
虜
と
し
て
連
行
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

今
度
は
リ
キ
ア
同
盟
に
救
済
を
願
っ
た
と
い
う︶

₁₆
︵

。
こ
の
碑
文
で
顕
彰

さ
れ
て
い
る
オ
ル
タ
ゴ
ラ
スO

rthagoras

と
い
う
人
物
は
い
ず
れ

の
際
に
も
使
節
を
務
め
た
ア
ラ
ク
サ
の
名
望
家
で
、
彼
は
そ
の
後
、

ト
ロ
ス
と
ク
サ
ン
ト
ス
で
僭
主
が
立
っ
た
時
は
そ
れ
ら
の
動
き
を
打

倒
す
る
の
に
貢
献
し
た
し
、
リ
キ
ア
人
と
テ
ル
メ
ッ
ソ
ス
（
も
し
小

テ
ル
メ
ッ
ソ
ス
な
ら
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
の
母
市

で
あ
っ
た
西
の
山
岳
都
市
テ
ル
メ
ッ
ソ
スTerm

essos

を
指
す
）
の

間
の
戦
争
に
お
い
て
も
リ
キ
ア
同
盟
側
に
立
っ
て
活
躍
し
た︶

₁₇
︵

。
二
世

紀
に
お
け
る
キ
ビ
ュ
ラ
と
テ
ト
ラ
ポ
リ
ス
同
盟
、
そ
し
て
リ
キ
ア
同

盟
や
ピ
シ
デ
ィ
ア
人
と
の
関
係
の
歴
史
に
は
不
明
の
点
も
少
な
く
な

い
が
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
都
市
間
、
民
族
間
、
あ
る
い
は
民
族
内
の

争
い
は
、
リ
キ
ア
︲
ア
シ
ア
間
の
安
全
で
大
規
模
な
交
通
や
流
通
を
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妨
げ
た
も
の
と
推
測
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

帝
政
期
に
入
っ
てStadiasm

us Patarensis

設
置
の
時
点
で
は
、

前
四
六
年
に
敵
対
し
た
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
と
バ
ル
ブ
ー
ラ
、
そ
し
て
お

そ
ら
く
ブ
ボ
ン
は
再
び
リ
キ
ア
の
都
市
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
都
市

間
・
民
族
間
の
争
い
は
今
や
す
っ
か
り
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

エ
ル
ベ
ッ
ソ
ス
は
後
二
世
紀
に
は
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
に
帰
属
す
る
村
落

の
ひ
と
つ
と
な
り︶

₁₈
︵

、
ブ
ボ
ン
は
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
帝
時
代
、
市
民
た
ち

が
街
道
の
山
賊
討
伐
に
力
を
尽
く
し
た
功
に
よ
っ
て
リ
キ
ア
第
一
級

の
六
都
市
と
同
格
に
列
せ
ら
れ
る︶

₁₉
︵

。
い
ず
れ
の
場
合
も
カ
ラ
ベ
ル
峠

を
越
え
る
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
が
、
共
和
政
期

か
ら
帝
政
期
に
移
行
す
る
一
〇
〇
年
の
間
に
、
そ
れ
ま
で
民
族
間
の

紛
争
地
で
あ
っ
た
ア
ン
テ
ィ
ク
ラ
ゴ
ス
（
現
代
の
ボ
ン
ジ
ュ
ク
ダ
ー

ラ
ル
）
山
系
と
ク
ラ
ゴ
ス
山
系
の
合
間
の
隘
路
に
総
じ
て
平
和
が
も

た
ら
さ
れ
、
帝
政
高
期
と
も
な
る
と
山
賊
の
活
動
を
誘
う
ほ
ど
活

発
な
ア
シ
ア
と
リ
キ
ア
を
結
ぶ
交
通
・
流
通
が
出
現
し
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
よ
う
。Stadiasm

us

は
、
ト
ロ
ス
︲
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
を

つ
な
ぐ
ル
ー
ト
と
し
て
ア
ラ
ク
サ
を
通
る
ル
ー
ト
と
、
欠
落
に
よ
り

Plata

⋮
の
部
分
の
み
知
ら
れ
る
集
落
を
通
る
ル
ー
ト
の
二
つ
を
挙

げ
て
い
る
一
方
、
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
︲
バ
ル
ブ
ー
ラ
間
に
つ
い
て
は
山

越
え
の
近
道
と
平
野
を
通
る
迂
回
路
の
二
つ
を
並
ん
で
記
す
。
特
に

後
者
に
つ
い
て
は
、
快
速
便
と
重
輸
送
便
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
た
ル
ー

ト
の
併
記
を
思
わ
せ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
シ
ア
と
リ
キ
ア
を
結

ぶ
、
直
線
距
離
に
し
て
四
五
㎞
ほ
ど
の
区
間
に
複
数
の
ル
ー
ト
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
間
の
交
通
や
流
通
が
脇
道
も

必
要
と
す
る
ほ
ど
に
盛
ん
と
な
り
、
ま
た
重
要
度
も
高
い
も
の
と
み

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考

え
た
い
。

　

ト
ロ
ス
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
を
右
手
に
仰
ぎ
見
つ
つ
都
市
へ
の
入
場

門
を
入
る
と
す
ぐ
に
競
技
場
が
眼
前
に
広
が
る
が
、
そ
れ
と
並
行
し

て
走
る
一
二
（
現
存
四
つ
）
の
連
続
し
た
戸
口
を
持
つ
横
長
の
擁
壁

は
、
商
業
ア
ゴ
ラ
の
付
属
建
物
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
建
築
物
は
ミ
シ
ア
の
ペ
ル
ガ
モ
ンPergam

on

か
ら
パ
ン
ヒ
ュ

リ
ア
の
ア
ス
ペ
ン
ド
スA

spendos

に
至
る
ま
で
の
地
域
の
都
市
で

い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
、
倉
庫
や
店
舗
を
含
ん
だ
立

体
型
商
業
ア
ゴ
ラ
の
特
徴
を
示
し
て
お
り︶

₂₀
︵

、
海
陸
物
産
の
集
散
地
で

あ
っ
た
ろ
う
ト
ロ
ス
の
往
時
の
賑
わ
い
を
よ
く
偲
ば
せ
て
く
れ
る
。

二
、
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
典
考
古
学
の
進
展
と
ト
ロ
ス
発
掘

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

リ
キ
ア
地
方
の
北
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
ト
ロ
ス
は
、
こ
の
よ
う

な
古
い
起
源
と
豊
か
な
経
済
力
を
持
ち
、
地
勢
上
重
要
な
位
置
を
占

め
た
と
考
え
ら
れ
る
都
市
な
が
ら
（
し
か
し
規
模
は
さ
ほ
ど
大
き
く

な
い
。劇
場
の
座
席
数
で
一
万
内
外
で
あ
る
）、そ
の
調
査
は
遅
れ
た
。
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一
九
世
紀
前
半
の
フ
ェ
ロ
ー
ズ
の
探
検︶

₂₁
︵

以
来
、
不
完
全
で
散
発
的
な

碑
銘
探
査
が
行
わ
れ
た
以
外
、
科
学
的
考
古
学
調
査
は
一
九
七
〇
年

代
に
ド
イ
ツ
隊
が
行
っ
た
表
面
調
査︶

₂₂
︵

が
最
初
で
、
本
格
的
発
掘
調
査

は
、
二
〇
〇
二
年
に
始
ま
る
ア
ク
デ
ニ
ス
大
学
に
よ
る
そ
れ
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た︶

₂₃
︵

。
そ
の
理
由
の
一
端
は
、
内
陸
都
市
が
一
般
に

古
代
地
中
海
世
界
研
究
の
枠
組
み
の
中
で
は
注
目
度
が
低
か
っ
た
の

と
、
西
洋
古
典
考
古
学
者
の
関
心
が
早
く
か
ら
ギ
リ
シ
ア
化
さ
れ
た

都
市
に
向
け
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
よ
う
。
ト
ル
コ

で
も
一
九
世
紀
末
、
本
格
的
発
掘
調
査
は
エ
フ
ェ
ソ
スE

phesos

、

ミ
レ
ト
スM

iletos

、
プ
リ
エ
ネPriene
、
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
河
畔

の
マ
グ
ネ
シ
アM

agnesia

、
ペ
ル
ガ
モ
ンPergam

on

な
ど
エ
ー

ゲ
海
沿
い
、
あ
る
い
は
エ
ー
ゲ
海
に
近
い
大
都
市
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
内
陸
地
域
に
関
心
が
向
く
場
合
に
も
、
碑
文
調
査
・
表
面
調

査
に
と
ど
ま
っ
た︶

₂₄
︵

。
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
帝

国
（
ハ
ッ
ト
ゥ
シ
ャ
な
ど
）
や
フ
リ
ュ
ギ
ア
王
国
（
ゴ
ル
デ
ィ
オ
ン

G
ordion

な
ど
）
に
属
す
る
古
い
時
代
の
遺
跡
発
掘
に
は
目
覚
ま
し

い
成
果
が
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
構
が
多
く
残
る
遺
跡
の
大

多
数
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

前
世
紀
後
半
か
ら
、
よ
う
や
く
事
情
が
変
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
隊
に

よ
る
サ
ル
デ
スSardeis

や
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
スA

phrodisias

の

発
掘
を
契
機
と
し
て
内
陸
・
山
間
都
市
の
発
掘
調
査
が
本
格
化
し
始

め
る︶

₂₅
︵

。
と
り
わ
け
リ
キ
ア
、
ピ
シ
デ
ィ
ア
、
フ
リ
ュ
ギ
ア
、
カ
リ
ア

と
い
っ
た
地
方
の
遺
跡
で
の
急
速
な
調
査
の
進
展
は
、
こ
の
三
〇
年

来
の
交
通
網
・
観
光
資
源
の
開
発
・
整
備
に
う
な
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
疑
い
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
先
駆
的
な
発
掘
調
査
に
よ
る

地
道
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
通
じ
た
学
術
的
関
心
の
深
化
を
背
景
に
し

て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
サ
ル
デ
ス
の
大
浴
場
付
属
の
い

わ
ゆ
る
﹁
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
店
舗
群
﹂
や
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
の
ア

フ
ロ
デ
ィ
テ
神
殿
跡
に
建
て
ら
れ
た
司
教
座
聖
堂
や
司
教
館
、
あ
る

い
は
後
期
帝
国
の
官
僚
た
ち
に
捧
げ
ら
れ
た
数
多
く
の
彫
像
・
碑
文

な
ど
の
発
掘
は
、
こ
れ
ま
で
衰
退
の
時
代
の
残
滓
と
考
え
ら
れ
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
古
代
末
期
の
遺
構
・
遺
物
の
重
要
性
を
知
ら
し

め
、
特
に
そ
れ
ま
で
未
発
掘
で
あ
っ
た
遺
跡
で
、
発
展
の
各
フ
ェ
ー

ズ
に
注
意
を
払
い
、
フ
ェ
ー
ズ
の
積
み
重
な
り
方
に
も
意
味
を
見
出

そ
う
と
す
る
発
掘
調
査
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
の
で
あ
る︶

₂₆
︵

。
近
年

で
は
ヒ
エ
ラ
ポ
リ
スH

ierapolis

、
ア
モ
リ
オ
ンA

m
orion

、
ペ
ッ

シ
ヌ
ー
スPessinous

、
ア
イ
ザ
ノ
イA

izanoi

の
発
掘
な
ど
が
そ
う

し
た
遺
跡
の
多
層
性
・
重
層
性
に
よ
く
配
慮
し
た
発
掘
の
代
表
例
と

い
え
よ
う︶

₂₇
︵

。
今
や
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
に
典
型
的
な
構
造
物
の

発
掘
・
復
元
を
目
的
に
古
代
末
期
や
中
世
の
遺
構
や
遺
物
を
記
録
も

取
ら
ず
に
除
去
・
解
体
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
る
べ
き
と
い
う
の
が

研
究
者
の
共
通
認
識
に
な
り
つ
つ
あ
る︶

₂₈
︵

。

　

そ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
て
精
力
的
に
組
織
的
発
掘
を
進
め
、
最

も
充
実
し
た
成
果
を
公
け
に
し
つ
つ
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
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格
は
、
ベ
ル
ギ
ー
隊
を
核
と
し
た
ピ
シ
デ
ィ
ア
の
サ
ガ
ラ
ッ
ソ
ス

Sagalassos

の
発
掘︶

₂₉
︵

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
小

ア
ジ
ア
西
南
部
で
今
や
全
く
手
つ
か
ず
の
遺
跡
は
よ
ほ
ど
辺
鄙
な
と

こ
ろ
に
し
か
な
い
と
い
え
る
ほ
ど
で
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
で
行

わ
れ
る
発
掘
の
成
果
が
、
随
時
﹃
ア
ナ
ト
リ
ア
研
究
﹄
な
ど
の
専
門

誌
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
さ
れ
る
ほ
か
、
数
多
く
の
新
発
見
の
碑

文
は
﹃
パ
ピ
ル
ス
碑
文
学
報
﹄（ZPE

）
や
﹃
エ
ピ
グ
ラ
フ
ィ
カ
・

ア
ナ
ト
リ
カ
﹄（E

A

）、﹃
ギ
リ
シ
ア
語
碑
文
補
遺
集
﹄（SE

G

）
あ

る
い
は
﹁
小
ア
ジ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
碑
文
集
﹂（IG

SK

）
シ
リ
ー

ズ
の
単
行
本
な
ど
の
中
で
陸
続
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
成
果
は
、
か
ね
て
﹁
古
代
地
中
海
世
界
﹂
と
呼
び
な
ら
わ
さ

れ
て
久
し
い
歴
史
的
世
界
に
お
け
る
、
内
陸
に
広
大
な
領
域
を
持
っ

た
都
市
の
重
要
性
に
あ
ら
た
め
て
我
々
の
目
を
開
か
せ
つ
つ
あ
る︶

₃₀
︵

。

す
な
わ
ち
、
内
陸
都
市
が
、
周
辺
の
一
次
・
二
次
産
品
（
木
材
、
石

材
、
農
畜
産
物
、
陶
器
な
ど
）
の
生
産
や
地
域
内
／
地
域
間
の
流
通

に
果
た
し
た
経
済
的
役
割
の
み
な
ら
ず
、
都
市
的
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
宗

教
施
設
・
祭
儀
・
娯
楽
（
競
技
会
や
演
劇
な
ど
）
の
競
争
的
提
供
（
他

都
市
と
の
競
争
と
提
供
者
同
士
の
競
争
）、
そ
れ
ら
へ
の
皇
帝
・
総

督
の
裁
可
獲
得
、
そ
の
事
実
の
碑
文
に
よ
る
宣
伝
・
記
念
行
為
を
通

じ
、
名
望
家
が
地
方
的
権
力
を
獲
得
・
維
持
し
、
市
域
や
周
辺
領
域

の
住
民
た
ち
を
帝
国
支
配
に
組
み
込
ん
で
い
く
政
治
的
・
文
化
的
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
あ
り
よ
う
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
あ
る︶

₃₁
︵

。
も
ち
ろ
ん
、
都
市
周
辺
の
農
村
領
域
ま
で
含
め
た
研
究

調
査
が
進
ん
で
い
る
と
は
な
お
言
い
難
く
（
そ
れ
は
長
径
五
〇
㎞
に

も
お
よ
ぶ
サ
ガ
ラ
ッ
ソ
ス
の
、
上
述
の
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
の
調
査
や
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
続
け
ら
れ
て
い
る
コ
ン
ヤ

平
原
の
定
住
地
分
布
・
規
模
に
つ
い
て
の
環
境
考
古
学
調
査︶

₃₂
︵

な
ど
に

よ
り
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
感
が
あ
る
）、
ま
た
一
つ
の

都
市
の
市
街
地
で
す
ら
完
全
に
発
掘
し
つ
く
さ
れ
、
統
計
的
に
十
全

の
信
頼
を
持
っ
て
処
理
し
う
る
よ
う
な
碑
文
・
考
古
学
的
デ
ー
タ
を

得
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
な
い︶

₃₃
︵

。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
遺
跡
を

農
村
地
帯
と
い
う
あ
た
か
も
不
毛
の
絶
海
に
浮
か
ぶ
輝
け
る
文
明
の

孤
島
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
こ
の
目
立
っ
た
建
築
物
を
復
元
し
価
値

あ
る
美
術
品
や
貴
金
属
を
博
物
館
に
収
め
て
よ
し
と
す
る
ス
タ
イ
ル

の
考
古
学
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、
斬
新
な
理
論
や
方
法
論
を
駆
使

し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
・
遺
構
群
を
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
地
域
の
社
会
・
空
間
構
造
の
中
に
位
置
づ
け
て
理
解
し
よ
う
と
す

る
ス
タ
イ
ル
の
そ
れ
、
ま
た
刻
ま
れ
た
文
字
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る

デ
ー
タ
を
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
位
置
づ
け
て
理
解
し
よ
う

と
す
る
ス
タ
イ
ル
の
碑
文
学
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
主
流
と
な
り
つ
つ

あ
る︶

₃₄
︵

。
そ
の
際
、
内
陸
都
市
や
、
沿
岸
都
市
で
も
内
陸
に
向
か
っ
て

し
か
る
べ
き
広
さ
の
領
域
を
持
つ
都
市
に
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
経

済
的
・
政
治
文
化
的
役
割
が
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
の
都
市
内
の
建
築
・

構
造
物
、
あ
る
い
は
碑
文
が
、
そ
の
大
き
さ
や
空
間
構
成
上
の
配
置
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に
政
治
的
社
会
的
意
味
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
＝

仮
説
は
優
れ
て
有
用
で
、
都
市
の
遺
構
や
遺
物
の
残
り
方
や
積
み
重

な
り
方
、
碑
文
テ
ク
ス
ト
の
記
録
・
残
存
状
況
に
ま
で
目
を
配
り
な

が
ら
、
こ
の
仮
説
を
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
、
都
市
遺
跡
発
掘

の
際
の
避
け
え
ぬ
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
ト
ロ
ス
発
掘
は
、
こ

の
よ
う
な
課
題
を
十
分
意
識
し
て
開
始
さ
れ
、
ま
た
今
後
も
継
続
さ

れ
る
べ
き
学
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る︶

₃₅
︵

。

　
三
、
ト
ロ
ス
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
聖
堂
発
掘
の
意
義

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
ト
ロ
ス
の
発
掘
に

取
り
組
む
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
対
象
遺
構
や
発
掘
遺
物
を
空
間

的
・
時
間
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
可
能
な
限
り
正
し
く
位
置
づ
け

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
、
現
地
表
面
に
見
え
て
い
る
古
代

末
期
・
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
か
け
て
の
発
掘
対
象
遺
構
が
、
そ
の
下
か

ら
出
土
す
る
そ
れ
以
前
の
遺
構
と
い
か
な
る
重
層
性
（
断
絶
・
継
続
）

を
示
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
各
フ
ェ
ー
ズ
で
発
掘
さ
れ
る
建
築
物
や

碑
文
が
、
同
時
代
の
そ
れ
ら
と
の
相
互
的
連
関
の
中
で
い
か
な
る
意

味
や
機
能
を
有
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
点
、
ト
ロ
ス
司
教
座
教
会
聖
堂
の
発
掘
は
、
ト
ロ
ス
発
掘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
中
で
も
特
別
の
重
要
性
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
聖
堂
は
、
空
間
上
、
こ
の
都
市
に
居
並
ぶ
主
要
な
公
共
建
築
物
群

の
真
っ
只
中
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
他
方
、
時
間
上
は
、

ロ
ー
マ
時
代
の
都
市
の
中
心
聖
域
に
存
在
し
た
異
教
関
連
の
構
造
物

を
取
り
去
っ
た
の
ち
に
建
築
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ

る
。
ト
ロ
ス
で
は
、
古
代
末
期
／
ビ
ザ
ン
ツ
期
の
聖
堂
発
掘
は
古
代

の
聖
域
の
発
掘
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
都
市
の
社
会
生
活
の
中

心
点
に
あ
っ
た
聖
堂
と
聖
域
の
発
掘
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
期
と
古
代
末

期
／
ビ
ザ
ン
ツ
期
と
い
う
二
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
（
あ
る
い
は
中
世
に
増

築
・
再
建
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
さ
ら
に
多
く
の
フ
ェ
ー

ズ
）
に
お
け
る
ト
ロ
ス
と
い
う
都
市
の
社
会
生
活
や
社
会
精
神
の
変

化
の
過
程
を
よ
く
示
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
点
、

と
り
わ
け
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
宗
教
的
行
為
＝
祭
儀
と
礼
拝
と
の
関

連
で
、
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

　

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
古
代
地
中
海
世
界
に
お
い
て
各

都
市
固
有
の
祭
儀
は
、
都
市
内
外
の
社
会
的
紐
帯
や
政
治
的
力
関
係

を
定
期
的
に
確
認
・
更
新
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

祭
儀
の
あ
り
方
は
、
一
般
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
公
共
建
築
物
や

碑
文
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
機
能
と
ト
ポ
ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
そ
の

外
観
の
あ
り
方
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
な
に
よ
り
ま
ず
、
都

市
の
主
神
や
皇
帝
神
を
祀
る
神
殿
は
あ
ら
ゆ
る
祭
儀
の
出
発
点
で
あ

り
終
着
点
で
あ
っ
た
。
都
市
に
よ
っ
て
は
、神
像
を
内
陣
か
ら
出
し
、

女
性
も
含
め
た
す
べ
て
の
市
民
の
礼
拝
を
誘
う
こ
と
は
祭
礼
の
重
要

な
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
た︶

₃₆
︵

し
、
通
例
、
神
殿
の
前
の
祭
壇
で
は
、
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祭
儀
の
間
中
絶
え
る
こ
と
な
く
香
が
た
か
れ
犠
牲
が
さ
さ
げ
ら
れ
て

い
た
。
劇
場
・
オ
デ
オ
ン
や
競
技
場
は
、
幾
日
も
続
く
都
市
祭
典
の

呼
び
物
と
な
っ
た
奉
納
体
育
・
芸
術
競
技
の
場
で
あ
り
、
運
動
場
と

浴
場
は
体
育
競
技
に
備
え
て
の
運
動
と
休
息
・
清
め
の
場
で
も
あ
っ

た
。
祭
司
や
都
市
の
公
職
者
を
先
頭
に
さ
ま
ざ
ま
の
祭
礼
団
体
が
連

な
る
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
目
抜
き
通
り
を
厳
か
に
通
り
過
ぎ
、
市
の

開
か
れ
る
ア
ゴ
ラ
や
バ
シ
リ
カ
は
都
市
領
域
の
内
外
か
ら
祭
礼
や
競

技
観
戦
に
訪
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
終
日
賑
わ
い
、
そ
こ
で
は
市
民
た

ち
の
共
同
食
事
も
行
わ
れ
た︶

₃₇
︵

。
そ
れ
ら
の
祭
儀
に
参
加
し
、
あ
る
い

は
、
観
覧
す
る
道
す
が
ら
、
人
々
は
、
公
共
建
築
物
の
目
立
つ
と
こ

ろ
に
刻
ま
れ
た
碑
銘
を
目
に
し
、
こ
の
一
年
に
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に

都
市
を
飾
る
の
に
貢
献
し
た
か
、
ま
た
祭
礼
の
設
置
を
皇
帝
に
願
い

出
た
の
は
だ
れ
か
、そ
の
資
金
提
供
者
は
だ
れ
か
、毎
年
の
コ
ン
ク
ー

ル
の
優
勝
者
は
誰
か
な
ど
、
都
市
内
の
権
力
や
権
勢
に
か
か
わ
る
出

来
事
を
的
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
要
す
る
に
、
公
共
建
築
物
や

碑
銘
の
多
く
は
、
市
民
生
活
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
の
祭
儀
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
こ
そ
そ
の
意
味
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
そ
れ
ゆ
え
祭

儀
空
間
と
し
て
の
都
市
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
尽
く
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
都
市
の
名
望
家
た
ち
は
、
建
築
物
や
、
祭

儀
そ
れ
自
体
の
新
設
・
維
持
に
も
出
費
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
祭
儀

は
、
市
民
た
ち
の
間
で
精
神
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
後
世
に
残
る

こ
と
で
設
立
者
・
維
持
者
に
と
っ
て
永
続
的
な
政
治
的
・
社
会
的
効

果
を
発
揮
し
た
、
あ
る
い
は
、
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
が
持
つ
神
格
は
そ
の
起
源
の
古
さ
と
効

験
の
あ
ら
た
か
さ
を
競
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
格
に
捧
げ
ら
れ
た
祭
儀

や
神
殿
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻
く
公
共
建
築
物
は
そ
の
都
市
の
顔

と
し
て
壮
麗
で
あ
る
べ
く
念
入
り
に
設
計
さ
れ
た
。
神
と
神
殿
の
名

が
高
ま
り
、
参
拝
・
巡
礼
者
を
集
め
れ
ば
集
め
る
ほ
ど
、
都
市
の
経

済
も
潤
い
、
都
市
の
政
治
家
た
ち
は
そ
の
財
力
を
増
す
こ
と
が
で
き

た
。
都
市
の
祭
儀
と
そ
れ
と
密
接
に
関
連
付
け
ら
れ
た
公
共
建
築
・

碑
文
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、都
市
の
政
治
を
動
か
す
支
配
者
に
と
っ
て
も
、

ま
た
、
都
市
内
外
に
居
住
す
る
市
民
や
村
人
に
と
っ
て
も
、
我
々
現

代
人
に
と
っ
て
よ
り
は
る
か
に
重
い
社
会
的
・
政
治
的
意
味
を
持
っ

て
い
た
と
い
え
る︶

₃₈
︵

。

　

ト
ロ
ス
は
、
中
世
に
い
た
る
ま
で
司
教
座
と
し
て
存
続
し
た
都
市

で
あ
り︶

₃₉
︵

、
そ
の
後
も
一
介
の
集
落
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

今
日
ま
で
居
住
さ
れ
続
け
た
の
で
、
各
時
代
に
放
棄
さ
れ
た
建
築
物

の
部
材
は
再
利
用
さ
れ
た
り
、
持
ち
去
ら
れ
た
り︶

₄₀
︵

、
あ
る
い
は
新
た

な
建
築
物
を
作
る
際
の
セ
メ
ン
ト
原
料
と
し
て
す
り
潰
さ
れ
た
り
し

て
、
古
代
に
お
け
る
建
築
物
や
碑
文
の
空
間
的
・
社
会
的
コ
ン
テ
ク

ス
ト
は
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
使
用
に
帰

し
た
構
造
物
は
、
土
砂
の
堆
積
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
も
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
述
の
ご
と
く
、
古
代
都
市
の
公
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共
建
築
物
群
が
、
司
教
座
聖
堂
の
あ
っ
た
区
域
を
焦
点
と
し
て
配
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
北
東
と
北
西
に
や
や
離

れ
て
存
在
す
る
劇
場
（
Ｔ
）
と
競
技
場
（
Ｓ
）
を
除
け
ば
、
司
教
座

聖
堂
の
遺
構
（
Ｃ
）
が
建
っ
て
い
る
一
〇
〇
ｍ
×
六
〇
ｍ
ほ
ど
の
区

画
は
、
西
に
運
動
場
（
Ｐ
）
を
備
え
た
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
Ｇ
）、
南

に
大
小
二
つ
の
浴
場
（
Ｂ
）、
北
に
商
業
ア
ゴ
ラ
（
Ｃ
Ａ
）、
ま
た

こ
れ
は
確
証
さ
れ
て
い
な
い
が
ヴ
ル
ス
タ
ー
の
推
測
に
よ
れ
ば
東
に

国
家
ア
ゴ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
と
す
ぐ
隣
接
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
図

２
参
照
）。
こ
の
区
画
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
や
浴
場
の
あ
る
平
面
か
ら

二
ｍ
ほ
ど
石
垣
積
に
よ
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
区
画
全

体
が
古
代
の
聖
域
（tem

enos

）
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お

り
、
そ
の
北
寄
り
に
は
聖
堂
遺
構
、
南
寄
り
に
は
都
市
の
主
神
ク
ロ

ノ
ス
の
神
殿
の
遺
構
（
Ｋ
Ｔ
）
が
位
置
す
る
。
現
在
、
村
人
一
家
の

居
住
す
る
家
屋
と
公
道
が
聖
堂
遺
構
と
競
技
場
・
ア
ゴ
ラ
の
間
に
あ

る
た
め
十
分
に
そ
の
構
造
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

劇
場
方
面
か
ら
競
技
場
に
通
じ
る
地
下
の
ア
ー
ケ
ー
ド
式
通
路
の
遺

構
が
途
中
ま
で
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
す
で
に
公
刊

さ
れ
た
碑
文︶

₄₁
︵

や
、
ま
た
、
ま
さ
に
聖
堂
遺
構
の
部
材
と
し
て
転
用
さ

れ
た
石
材
（
古
代
の
建
築
物
の
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ブ
の
一
部
か
）
に
刻

ま
れ
た
未
公
刊
の
碑
文
か
ら
、
こ
の
都
市
が
体
育
競
技
を
伴
っ
た
大

ク
ロ
ノ
ス
祭
（M

egala K
roneia

）
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
こ
の
祭
儀
の
際
、
浴
場
で
体
を
清
め
た
競
技
者
た
ち
の
祭
列

図 2. トロス全図



－  92  －

ト
ロ
ス
司
教
座
教
会
聖
堂
の
発
掘
に
つ
い
て
（
浦
野
）

－  93  －

は
神
官
や
政
務
官
を
先
頭
に
ク
ロ
ノ
ス
神
殿
前
を
出
発
し
、
ち
ょ
う

ど
聖
堂
遺
構
が
建
っ
て
い
る
区
画
の
東
か
西
の
い
ず
れ
か
の
側
か
ら

ア
ー
ケ
ー
ド
式
の
こ
の
通
路
を
通
っ
て
競
技
場
に
向
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
祭
列
の
動
線
を
想
定
す
れ
ば
、
ま
さ
に
、
浴
場
・

ク
ロ
ノ
ス
神
殿
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
に
向
け
て
横
切
る
こ
と
に
な
る
聖

堂
遺
構
の
あ
る
区
画
は
、
祝
祭
の
際
に
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
空
間

で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
が
、
聖
堂
建
設
以
前
に
い

か
な
る
建
造
物
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
単
な
る
広
場
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
聖
堂

に
転
用
さ
れ
た
部
材
に
は
、
ク
ロ
ノ
ス
神
殿
の
部
材
と
は
違
っ
た
浅

い
飾
り
フ
ル
ー
ト
を
施
さ
れ
た
柱
や
フ
ル
ー
ト
を
持
た
な
い
柱
（
こ

の
柱
材
は
聖
堂
の
身
廊
と
側
廊
を
仕
切
る
列
柱
に
（
も
）
用
い
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
）、
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
頭
や
ア
ッ
テ
ィ
カ
式
の
柱
礎

な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
柱
列
を
持
つ
ス
ト
ア
の
よ
う
な
構
造

物
が
建
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
こ
れ
ら
の
部
材
を
用
い
て

建
て
ら
れ
た
、
ク
ロ
ノ
ス
神
殿
と
は
別
の
宗
教
施
設
が
存
在
し
た
可

能
性
も
あ
る
。
後
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
都
市
の
創
設

伝
説
に
関
わ
る
﹁
三
兄
弟
神
﹂
の
神
殿︶

₄₂
︵

、
レ
ト
オ
ン
（
ク
サ
ン
ト
ス

の
聖
域
）
か
ら
見
つ
か
っ
た
前
二
世
紀
の
半
ば
の
未
公
刊
碑
文
に
現

れ
る
ア
ル
テ
ミ
ス
神
殿︶

₄₃
︵

、
そ
し
て
皇
帝
礼
拝
の
た
め
の
施
設︶

₄₄
︵

の
い
ず

れ
か
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
神
格
を
祀
る
神
殿
で
あ
っ
た
可

能
性
は
、
我
々
が
こ
の
都
市
で
信
仰
さ
れ
た
神
格
に
つ
い
て
多
く
の

知
識
を
持
た
な
い
現
在
、当
然
に
排
除
さ
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、我
々

は
、
聖
堂
遺
構
区
画
の
発
掘
を
通
じ
、
よ
り
古
い
建
造
物
の
遺
構
や

建
材
に
再
利
用
さ
れ
た
顕
彰
碑
な
ど
の
発
見
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
古
代
の
ト
ロ
ス
に
お
け
る
神
格
、
祭
儀
、
空
間

構
成
、
社
会
関
係
に
つ
い
て
豊
か
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う

し
、
そ
の
こ
と
は
、
ト
ロ
ス
の
古
代
都
市
と
し
て
の
性
格
・
特
徴
を

明
確
に
し
て
く
れ
よ
う
。
ロ
ー
マ
支
配
下
に
お
け
る
ト
ロ
ス
に
つ
い

て
は
、
現
状
で
は
、
リ
キ
ア
の
六
大
都
市
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
以
上
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
の
発

掘
と
並
行
し
て
ア
ク
デ
ニ
ス
大
学
隊
が
ク
ロ
ノ
ス
神
殿
の
発
掘
を
始

め
て
お
り
、
両
隊
の
情
報
交
換
や
協
力
に
よ
り
一
層
の
成
果
を
期
待

し
う
る
。

　

翻
っ
て
、
私
た
ち
は
、
司
教
座
教
会
聖
堂
が
建
て
ら
れ
て
以
降
の

ト
ロ
ス
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
空
間
構
成
の
面
か
ら
は
、
そ

れ
が
そ
れ
以
前
と
か
な
り
異
な
る
社
会
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
前
提

か
ら
出
発
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、
古
代
の
聖
域
の
上
に

建
て
ら
れ
た
聖
堂
は
、
都
市
の
公
共
空
間
の
只
中
に
あ
っ
て
依
然
と

し
て
都
市
の
人
々
の
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
、
社
会
的
紐
帯
や
権
力

関
係
の
確
認
・
更
新
の
場
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
し
た
意

味
で
は
聖
堂
と
そ
こ
で
行
わ
れ
る
典
礼
・
礼
拝
の
担
っ
た
社
会
的
役

割
は
、
古
代
の
聖
域
と
祭
儀
が
担
っ
た
そ
れ
を
代
替
し
た
と
考
え
て

よ
い
。
司
教
以
下
の
聖
職
者
た
ち
が
そ
こ
を
通
っ
て
祭
壇
へ
と
向
か
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う
身
廊
と
、
一
般
信
徒
が
そ
の
さ
ま
を
眼
前
に
し
な
が
ら
神
へ
の
祈

り
を
さ
さ
げ
る
側
廊
は
、
腰
高
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
っ
て
厳
然
と
仕

切
ら
れ
、
側
廊
で
は
身
分
の
高
い
者
、
権
勢
の
あ
る
者
か
ら
順
に
祭

壇
に
近
い
席
を
占
め
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
聖
堂
の
空
間
は
、
神
と

天
上
世
界
の
栄
光
を
た
た
え
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
此
岸
に
お
け
る

権
力
関
係
や
社
会
的
威
信
の
陳
列
所
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
典
礼
に
参
加
す
る
人
々
は
、
週
二
回
行
わ
れ
る
ミ
サ
の
た
び
ご

と
、
そ
れ
ら
の
所
在
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た︶

₄₅
︵

（
ト
ロ

ス
司
教
座
聖
堂
で
も
身
廊
と
側
廊
を
分
か
つ
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
、
い
つ

の
時
代
の
も
の
か
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
確
か
に

現
存
し
て
い
る
）。
し
か
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
建
築
史
の
大
御
所
ク
ラ
ウ

ト
ハ
イ
マ
ー
が
指
摘
す
る
通
り
、
聖
域
に
建
つ
古
代
の
神
殿
と
古
代

末
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
堂
で
は
、
建
築
物
と
し
て
の
そ
の
機
能

は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
聖
堂
で
行
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
は

信
徒
の
い
わ
ば
﹁
秘
儀
﹂
で
あ
り
、
異
教
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
洗
礼
志

願
者
さ
え
中
に
招
き
入
れ
る
こ
と
は
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
部
外

者
を
排
除
す
る
た
め
に
閉
じ
ら
れ
た
空
間
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
た
め
、
聖
堂
は
少
な
か
ら
ず
の
信
徒
を
収
容
し
う
る
だ
け

の
広
さ
を
持
つ
必
要
が
あ
っ
た︶

₄₆
︵

。こ
う
し
た
聖
堂
空
間
の
あ
り
方
は
、

神
像
が
安
置
さ
れ
た
内
陣
に
は
祭
儀
参
加
者
の
収
容
を
想
定
せ
ず
、

広
く
公
開
で
祭
儀
を
行
う
と
い
う
古
代
の
聖
域
空
間
の
そ
れ
と
は
対

照
的
と
い
え
、
人
々
は
閉
じ
ら
れ
た
空
間
の
中
で
、
否
応
な
し
に
天

上
と
こ
の
世
の
秩
序
と
規
範
に
向
か
い
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
宗
教
空
間
の
構
成
を
考
え
る
う
え
で
特
筆
に
値
す
る
の

は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
そ
の
祭
儀
の
中
に
一
切
奉
納
体
育
競
技
や
演
劇

を
含
ま
ず
、
自
ら
の
祭
礼
や
典
礼
を
行
う
の
に
、
聖
堂
と
そ
の
関
連

施
設
以
外
、
他
の
公
共
建
築
物
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
の
都
市
祭
儀
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て

公
共
建
築
物
群
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
開
放
的
機
能
を
果
た
し
て

い
た
聖
域
に
、
自
己
完
結
的
で
閉
鎖
的
な
宗
教
施
設
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
教
会
聖
堂
が
建
て
ら
れ
た
な
ら
、
そ
れ
は
都
市
祭
儀
の
機
会

に
社
会
的
紐
帯
や
権
力
関
係
を
定
期
的
に
確
認
し
て
い
た
人
々
の
有

意
の
動
線
を
断
ち
切
る
一
方
、
聖
堂
以
外
の
個
々
の
公
共
建
築
物
が

持
っ
て
い
た
聖
性
＝
宗
教
的
含
意
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
浴
場
か
ら
は
清
め
の
機
能
が
、
劇
場
や
競
技
場
か
ら
は
奉

納
公
演
提
供
の
機
能
が
、
運
動
場
を
備
え
た
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
か
ら
は

宗
教
教
育
の
機
能
が
、
広
場
か
ら
は
そ
こ
で
聖
な
る
共
同
食
事
を
提

供
す
る
機
能
が
そ
れ
ぞ
れ
永
久
に
失
わ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
こ
れ
ら

の
公
共
建
築
物
は
、
純
粋
に
世
俗
的
機
能
に
お
い
て
市
民
生
活
上
の

必
要
性
が
あ
る
場
合
に
は
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
る
が
、
な
い
場
合

に
は
不
使
用
に
帰
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
古
代
末
期
か

ら
ビ
ザ
ン
ツ
期
に
か
け
て
の
建
造
物
の
新
築
は
、
教
会
や
修
道
院
以

外
、
リ
キ
ア
地
方
全
体
で
目
立
っ
て
減
り
、
ロ
ー
マ
帝
政
時
代
に
あ
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れ
ほ
ど
競
い
あ
わ
れ
た
都
市
へ
の
恵
与
志
向
や
そ
れ
に
伴
う
碑
文
慣

習
も
下
火
に
な
る
が
、
そ
れ
も
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
ろ

う︶
₄₇
︵

。
市
民
生
活
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
そ
の
精
神
的
焦
点
と
し
て
の
聖

堂
の
建
設
は
、
古
代
都
市
社
会
の
空
間
構
成
と
そ
の
社
会
的
機
能
が

そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
え
る︶

₄₈
︵

。

　

さ
て
、
ト
ロ
ス
の
聖
堂
は
、
古
代
の
都
市
の
公
共
建
築
物
の
多
く

と
軸
線
は
共
有
す
る
も
の
の
、
浴
場
や
ク
ロ
ノ
ス
神
殿
か
ら
、
ア
ゴ

ラ
、
劇
場
、
競
技
場
へ
と
向
か
う
順
路
の
上
に
、
長
辺
を
横
に
し
て

建
っ
て
い
る
。
聖
堂
西
側
の
ア
ト
リ
ウ
ム
は
聖
域
の
西
端
ま
で
を
占

め
つ
つ
、
高
い
囲
壁
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
囲
壁
に
開
い
た
門

を
通
っ
て
ア
ト
リ
ウ
ム
を
抜
け
な
い
限
り
、
ク
ロ
ノ
ス
神
殿
か
ら
ア

ゴ
ラ
・
競
技
場
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
い︶

₄₉
︵

。
そ
こ
に
こ
の
建
造
物
と

古
代
祭
儀
の
動
線
・
ト
ポ
ロ
ジ
ー
と
の
親
和
性
を
読
み
取
る
こ
と
は

難
し
い
。
も
し
こ
う
し
た
設
計
が
キ
リ
ス
ト
教
の
公
認
・
国
教
化
と

い
う
四
世
紀
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
意
識
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
そ
こ
に
古
代
都
市
祭
儀
の
動
線
を
妨
げ
る
明

確
な
意
図
を
読
み
取
り
、
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
到
来
と
と
も
に
ト
ロ

ス
に
社
会
関
係
や
社
会
精
神
の
劇
的
な
転
換
が
起
こ
っ
た
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
五
世
紀
以
降
、
神
殿
・
聖
域
が
不
使
用
に
帰

し
て
久
し
く
し
て
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト

教
時
代
に
お
け
る
古
代
祭
儀
の
自
然
な
衰
退
と
、
そ
れ
に
引
き
続
く

新
し
い
古
代
末
期
的
な
社
会
関
係
・
精
神
の
漸
次
的
再
編
成
を
見
て

よ
か
ろ
う
。
Ｂ
・
ウ
ォ
ー
ド
＝
パ
ー
キ
ン
ス
が
二
〇
〇
〇
年
に
着
手

を
予
告
し
た
﹁
異
教
神
殿
の
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
再
編
成
﹂
調
査
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
備
報
告︶

₅₀
︵

に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
帝
国
西
部
で
は
異
教

神
殿
の
教
会
聖
堂
へ
の
転
用
は
避
け
ら
れ
た
一
方
、
東
部
で
は
（
も

ち
ろ
ん
西
部
と
同
様
の
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
が
）、
大
き
く
分
け

て
二
種
類
の
方
法
で
異
教
聖
域
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
へ
の
転
換
が
進

ん
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
シ
リ
ア
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
地
方
に
観
察

さ
れ
る
よ
う
な
異
教
神
殿
の
徹
底
的
な
破
壊
の
上
に
聖
堂
を
築
く
や

り
方
と
、
バ
ア
ル
ベ
ッ
クB

aalbek

や
ゲ
ラ
サG

erasa

に
確
認
さ

れ
る
、
異
教
神
殿
は
脱
聖
化
後
放
置
し
た
ま
ま
で
、
そ
の
前
庭
部
に

聖
堂
を
築
く
や
り
方
で
あ
る
。
そ
の
中
間
形
態
と
し
て
小
ア
ジ
ア
の

ア
イ
ザ
ノ
イ
や
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
神
殿
を

多
か
れ
少
な
か
れ
改
築
し
て
使
う
や
り
方
が
あ
る
。

　

ウ
ォ
ー
ド
＝
パ
ー
キ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
東
部
型
の
教
会
建
設

の
方
式
に
﹁
勝
利
者
主
義
的
ポ
リ
シ
ー
﹂
を
見
て
取
る
が
、
そ
う
し

た
ポ
リ
シ
ー
の
地
域
的
多
様
性
は
一
層
の
検
討
に
値
す
る
。
ト
ロ
ス

の
聖
堂
の
プ
ラ
ン
（
図
３
）
は
、
パ
タ
ラ
や
ペ
ル
ゲPerge

で
そ
れ

ぞ
れ
最
も
大
き
な
聖
堂
（
そ
れ
ぞ
れ
通
称
﹁
城
壁
外
の
大
バ
シ
リ
カ
﹂

と
﹁
バ
シ
リ
カ
Ａ︶

₅₁
︵

﹂）
と
同
じ
く
、
連
続
式
十
字
翼
廊
型
バ
シ
リ
カ

様
式
で
、
拝
廊
と
前
庭
の
区
別
が
つ
き
が
た
い
点
（
あ
る
い
は
拝
廊

が
存
在
し
な
か
っ
た
点
）、
翼
廊
ま
で
側
廊
が
続
い
て
い
た
ら
し
い

点
、
ア
プ
シ
ス
の
脇
に
付
属
部
屋
が
付
い
て
い
た
痕
跡
を
残
す
点
に
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お
い
て
そ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
と
明
白
な
共
通
性
を
示
し
て
い
る︶

₅₂
︵

（
本
号

深
津
論
文
参
照
）。
こ
う
し
た
、
リ
キ
ア
か
ら
パ
ン
ヒ
ュ
リ
ア
に
か

け
て
の
聖
堂
建
設
に
お
け
る
地
域
的
な
共
通
プ
ラ
ン
の
存
在
は
、
司

教
座
都
市
編
成
計
画
に
お
け
る
何
ら
か
の
一
貫
し
た
政
策
や
、
司
教

座
聖
堂
築
造
場
所
選
定
に
お
け
る
共
通
パ
タ
ー
ン
と
い
っ
た
も
の
が

あ
っ
た
可
能
性
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
パ
タ
ラ
や
ペ
ル
ゲ
で
は
、

中
心
的
聖
堂
（
お
そ
ら
く
司
教
座
聖
堂
）
は
、
ト
ロ
ス
の
そ
れ
ほ
ど

で
は
な
い
も
の
の
、
古
代
に
お
け
る
市
街
地
の
中
心
に
近
い
と
こ
ろ

に
位
置
し
て
お
り
、
帝
国
西
部
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
古
代
の

都
市
域
か
ら
の
独
立
性
は
示
し
て
い
な
い
。
私
た
ち
は
上
で
、
ト
ロ

ス
で
は
、
神
殿
跡
に
聖
堂
が
建
て
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
が
、
も
し
、
そ
う
し
た
推
定
が
当
た
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
発
掘
調
査
が
い
ま
だ
に
行
わ
れ
て
い
な
い
ペ
ル
ゲ
や
パ
タ
ラ
の

ケ
ー
ス
で
も
、
同
じ
よ
う
な
仮
説
を
立
て
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
古
く
か
ら
パ
タ
ラ
は
ア
ポ
ロ
ン
崇
拝
で
、
ま

た
ペ
ル
ゲ
は
ア
ル
テ
ミ
ス
・
ペ
ル
ガ
イ
ア
崇
拝
で
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
知

ら
れ
、
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
両
都
市
の
発
行
す
る
貨
幣
の
レ

リ
ー
フ
に
も
こ
れ
ら
二
柱
の
神
格
は
し
ば
し
ば
現
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、そ
れ
ほ
ど
高
名
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
重
要
な
神
殿
と
聖
域
は
、

い
ず
れ
の
遺
跡
で
も
未
発
見
な
の
で
あ
る
。

　

ト
ロ
ス
で
、
聖
堂
が
い
つ
建
造
さ
れ
た
の
か
、
以
前
の
建
造
物
の

遺
構
を
一
部
に
せ
よ
用
い
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
完
全
な
破
壊
の

上
に
建
造
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
以
前
の
遺
構
が
存
在
し
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
建
築
建
造
物
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
建
築
物
に
刻
ま
れ
て
い
た
社
会
に
対
す
る
古
代
の
人
々
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
＝
碑
文
）
は
、
構
造
物
の
除
去
の
際
、
ど
の
よ
う
な
扱
い

を
受
け
た
の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
う
る
よ
う
な
発
掘
デ
ー
タ

の
蓄
積
に
よ
り
、
私
た
ち
は
、
古
代
末
期
に
お
け
る
聖
域
空
間
の

再
編
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、﹁
リ
キ
ア
・
パ
ン
ヒ
ュ
リ
ア
モ
デ
ル
﹂

と
い
っ
た
も
の
を
提
示
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
が

可
能
に
な
れ
ば
、
今
後
、
パ
タ
ラ
や
ペ
ル
ゲ
な
ど
の
大
都
市
で
本
格

的
に
着
手
さ
れ
る
だ
ろ
う
聖
堂
の
発
掘
に
貴
重
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を

提
供
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
し
、
ま
た
な
に
よ
り
、
伝
統
的
ギ
リ

シ
ア
・
ロ
ー
マ
宗
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
い
う
宗
教
潮
流
の
大
き

な
転
換
の
時
代
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
普
通
の
市
民
た
ち
の
社
会
精
神

が
ど
の
よ
う
な
転
回
を
遂
げ
て
い
っ
た
か
と
い
う
、
史
料
の
偏
り
に

よ
っ
て
な
か
な
か
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
問
題
に
見
通
し

を
得
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ト
ロ
ス
と
い
う
文
献
史
料
に
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
な
い
目
立
た
ぬ
一
地
方
都
市
の
聖
堂
・
聖
域
発
掘
に
も
、

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
都
市
の
発
展
史
を
考
え
る
う
え
で
、
そ

の
よ
う
な
小
さ
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
る
。
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註（

１
）
ト
ロ
ス
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
総
責
任
者
ア
ク
デ
ニ
ス
大
学
の

タ
ネ
ル
・
コ
ル
ク
ー
ト
教
授
の
下
、
浴
場
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
、
神
殿
、

ス
タ
デ
ィ
オ
ン
の
発
掘
を
担
当
す
る
ト
ル
コ
・
ア
ク
デ
ニ
ス
大
学
隊

と
劇
場
の
測
量
を
担
当
す
る
ド
イ
ツ
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
学
隊
、
そ
し

て
教
会
聖
堂
発
掘
を
担
当
す
る
日
本
隊
が
分
担
・
協
力
し
て
い
る
。

日
本
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
二
〇
一
〇
年
度
は
浦
野
（
立
教
大
学
）、
師

尾
晶
子
（
千
葉
商
科
大
学
）、
深
津
行
徳
（
立
教
大
学
）、
寺
内
正
明

（
民
間
）、
金
指
も
と
子
（
立
教
大
学
学
生
）、
二
〇
一
一
年
度
は
金

指
以
外
の
四
名
に
加
え
、
太
記
祐
一
（
福
岡
大
学
）、
益
田
朋
幸
（
早

稲
田
大
学
）、海
老
原
梨
絵
（
早
稲
田
大
学
）、田
中
咲
子
（
南
山
大
学
）

か
ら
な
る
。

（
２
）
二
〇
一
〇
年
度
の
発
掘
資
金
は
立
教
大
学
よ
り
、﹁
立
教
大
学
学

術
推
進
重
点
資
金
（SFR

）
自
由
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
﹂
の
援
助
を

受
け
た
。
二
〇
一
四
年
度
以
降
の
第
二
次
の
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

聖
堂
遺
構
の
保
存
を
図
り
な
が
ら
、
神
殿
遺
構
の
発
掘
を
行
っ
て
い

る
ア
ク
デ
ニ
ス
大
学
隊
と
デ
ー
タ
の
突
合
せ
・
交
換
を
し
つ
つ
聖
域

全
般
の
構
造
と
性
格
を
解
明
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

（
３
）
最
初
期
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
期
ま
で
含
め
た
ト
ロ
ス
の
歴
史
の
概
略

に
つ
い
て
は
、H

. H
ellenkem

per und F. H
ild, Tabula Im

perii 
B

yzantini 8, L
ykien und P

am
phylien, W

ien, 2004, T
eil 2, 

885-888

（
４
）
最
近
、S. S‚ ahin and M

. A
dak, Stadiasm

us Patarensis. Itinera 
R

om
ana Provinciae L

yciae, E
ge Yayınları, 2007, 122ff. 

は
﹃
シ

ビ
ラ
の
預
言
書
﹄
に
現
れ
る
記
述
を
解
釈
し
、
ア
ク
ダ
ー
ラ
ル
を
従

来
考
え
ら
れ
て
き
た
マ
シ
キ
ュ
ト
スM

as

（s

）ikytos 

山
系
で
は
な
く

ク
ラ
ゴ
ス
山
系
と
同
定
し
た
が
、
そ
の
解
釈
は
説
得
力
に
富
む
。
リ

キ
ア
同
盟
の
貨
幣
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ゴ
ス
と
マ
シ
キ
ュ
ト
ス
の

略
号
と
し
てK

R

とM
A

が
現
れ
る
が
、K

R

の
略
号
を
持
つ
リ
キ

ア
同
盟
の
貨
幣
が
都
市
の
名
前
と
結
び
つ
い
て
現
れ
る
と
き
は
、
ク

サ
ン
ト
ス
と
ト
ロ
ス
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
彼
ら
の
主
張

に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
。C

f. S. Jam
eson, T

he L
ycian League: 

Som
e Problem

s in its A
dm

inistration, A
N

R
W

 7-2, 841, n.49

（
５
）G

.E.B
ean, Lycian Turkey. A

n A
rchaeological G

uide, John M
urray,

1978, 65.

ト
ロ
ス
の
初
期
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、E

. R
aim

ond, T
los 

un centre de pouvoir politique et religieux de l'âge du bronze 
au IV

e siècle av. J.C
, A

natolia A
ntiqua 10, 2002, 113-129

（
６
）Strabo 14. 3.4

（
７
）L. R

obert, O
M

S V
II 539ff.

は
ス
ミ
ュ
ル
ナ
の
ク
イ
ン
ト
ス
の
一

節
（X

 163

）
に
ト
ロ
ス
の
近
く
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
るT

itanis 
Petra

（
巨
人
族
の
岩
）
を
こ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
と
考
え
る
が
、

S‚ ahin and A
dak, op.cit., 131

は
今
日
の
景
勝
地
サ
ク
リ
ケ
ン
ト
の

あ
る
あ
た
り
と
考
え
る
。

（
８
）
一
九
九
三
年
に
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
の
城
壁
の
中
か
ら
積
石
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
六
〇
点
近
い
切
石
が
見
つ
か
っ
た
が
、
そ
れ

ら
は
も
と
も
と
七
ｍ
近
い
高
さ
の
巨
大
な
記
念
碑
の
部
材
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
五
〇
点
以
上
に
は
碑
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
復
元
し

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
属
州
総
督
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
帝
へ
の
奉
献

を
示
す
前
文
に
続
い
て
、
リ
キ
ア
の
諸
共
同
体
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
距

離
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
本

格
的
校
訂
版
で
あ
るS‚ ahin and A

dak, op.cit.

に
よ
れ
ば
、
あ
わ
せ

て
六
五
区
間
を
確
認
し
う
る
。
シ
ャ
ヒ
ン
と
ア
ダ
ッ
ク
は
、
こ
れ
を
、

リ
キ
ア
が
属
州
に
編
入
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
内
乱
・
騒
擾
（
の
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史
苑
（
第
七
一
巻
第
二
号
）

解
決
を
記
念
し
た
碑
と
み
な
し
、
公
道
の
建
設
や
修
復
の
際
に
建
て

ら
れ
る
里
程
標
石
で
は
な
く
、
属
州
全
体
が
調
和
し
て
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ウ
ス
の
治
に
服
し
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的
に
記
念
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
み
な
す
。C

f. ibid., 11, 111f.

（
９
）S‚ ahin and A

dak, op.cit.

は
上
記
街
道
中
、
北
東
へ
向
か
う
そ

れ
以
外
の
六
つ
が
、
ト
ロ
ス
か
ら
み
て
西
に
直
線
距
離
で
六
㎞
行
っ

た
と
こ
ろ
、
今
日
ク
サ
ン
ト
ス
川
の
西
側
を
並
行
し
て
走
る
国
道

四
〇
〇
号
線
近
辺
で
交
差
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
（ibid.

付

録
の
地
図
参
照
。
ま
た129f
）。
し
か
し
、
彼
ら
も
認
め
る
通
り
、
ト

ロ
ス
と
並
ん
で
六
大
都
市
に
数
え
ら
れ
た
パ
タ
ラ
、
ク
サ
ン
ト
ス
い

ず
れ
も
ク
サ
ン
ト
ス
川
の
東
側
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
、
ク
サ
ン
ト

ス
川
の
東
に
パ
タ
ラ
か
ら
ク
サ
ン
ト
ス
を
通
っ
て
ト
ロ
ス
に
向
か
う

道
筋
が
あ
っ
た
可
能
性
は
残
る
。
確
か
に
ク
サ
ン
ト
ス
近
郊
で
ク
サ

ン
ト
ス
川
に
か
か
る
古
い
橋
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
お
り
（ibid.,119

に
写
真
。
そ
れ
が
ク
サ
ン
ト
ス
か
ら
ピ
ナ
ラ
／
シ
デ
ィ
マ
に
向
か
う

の
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
）、
ま
た
ト
ロ
ス
か
ら
テ
ル
メ
ッ
ソ
ス

（
現
フ
ェ
テ
ィ
エ
）
に
向
か
う
た
め
に
は
必
ず
ク
サ
ン
ト
ス
川
中
流
を

渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
ク
サ
ン
ト
ス
川
に
下
流
と
中
流
に
そ
れ

ぞ
れ
橋
が
架
け
ら
れ
、
ク
サ
ン
ト
ス
か
ら
ト
ロ
ス
へ
向
か
う
際
に
は
、

い
っ
た
ん
川
の
西
側
の
筋
に
出
て
再
度
東
側
に
戻
っ
た
と
す
る
シ
ャ

ヒ
ン
と
ア
ダ
ッ
ク
の
推
測
は
そ
の
限
り
で
一
定
の
説
得
力
を
持
つ
け

れ
ど
も
、
ス
タ
デ
ィ
ア
ス
モ
ス
の
碑
文
が
示
す
距
離
デ
ー
タ
は
彼
ら

の
説
に
と
っ
て
不
都
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
示
す
ク
サ
ン

ト
ス
︲
ト
ロ
ス
間
の
距
離
は
一
五
二
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
（
＝
約
二
八
・
三

㎞
）
で
、
直
線
距
離
二
三
・
四
㎞
に
対
し
て
二
〇
％
長
く
な
っ
て
い

る
（B

,l.13

）。
こ
れ
は
、
現
実
の
道
路
が
、
地
理
的
障
害
物
を
避
け

ね
ば
な
ら
な
い
関
係
上
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
差
は
、
必

ず
ク
サ
ン
ト
ス
川
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ト
ロ
ス
︲
ピ
ナ
ラ
間
（
二
一

㎞
に
対
し
て
直
線
一
四
・
四
㎞cf. B

, l.17

）
や
ト
ロ
ス
︲
テ
ル
メ
ッ
ソ

ス
間
（
三
五
㎞
に
対
し
て
直
線
二
五
・
二
㎞cf. B

, l.18

）
で
、
現
実

の
街
道
の
距
離
が
直
線
距
離
に
対
し
て
四
〇
か
ら
五
〇
％
長
く
な
っ

て
い
る
の
に
比
し
、
ず
い
ぶ
ん
小
さ
い
。
こ
の
事
実
は
ク
サ
ン
ト
ス

か
ら
北
北
東
の
ト
ロ
ス
に
向
か
う
道
が
、
ト
ロ
ス
か
ら
ピ
ナ
ラ
や

テ
ル
メ
ッ
ソ
ス
に
向
か
う
道
と
比
べ
、
直
線
で
結
ん
だ
線
か
ら
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
外
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
確
か

に
、
ク
サ
ン
ト
ス
川
の
東
側
に
は
、
ク
ラ
ゴ
ス
山
か
ら
流
れ
出
て
ク

サ
ン
ト
ス
川
に
合
流
す
る
水
量
豊
か
で
幅
広
い
カ
ラ
チ
ャ
イ
川
（
ク

サ
ン
ト
ス
と
ト
ロ
ス
の
領
域
を
分
け
た
と
想
定
さ
れ
る
）
が
あ
り
、

そ
こ
に
古
代
の
橋
の
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ト
ロ

ス
か
ら
テ
ル
メ
ッ
ソ
ス
等
へ
向
か
う
道
筋
で
ク
サ
ン
ト
ス
川
に
か
け

ら
れ
た
橋
の
痕
跡
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
カ
ラ

チ
ャ
イ
川
に
架
橋
が
な
か
っ
た
と
す
る
沈
黙
の
議
論
は
避
け
ね
ば
な

ら
ぬ
。
ま
た
、
カ
ラ
チ
ャ
イ
川
が
切
り
立
っ
た
山
肌
を
切
り
さ
い
て

平
野
に
流
れ
出
る
地
点
、
巨
大
な
岩
山
の
ほ
ぼ
垂
直
に
切
り
立
っ
た

裂
け
目
か
ら
豊
か
な
水
流
が
流
れ
出
て
い
る
の
が
印
象
的
な
渓
谷
景

勝
地
サ
ク
リ
ケ
ン
ト
に
は
現
在
セ
メ
ン
ト
造
り
の
さ
ほ
ど
大
き
く
な

い
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
架
橋
の
痕
跡
の
残
り
に
く
い
木
造

の
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ぞ

れ
ト
ロ
ス
か
ら
テ
ル
メ
ッ
ソ
ス
と
ピ
ナ
ラ
へ
向
か
う
道
は
直
線
距
離

よ
り
ず
い
ぶ
ん
長
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
都
市
に
向
か
う
際
に
用
い
ら

れ
た
ク
サ
ン
ト
ス
川
中
流
に
架
か
る
橋
は
、
シ
ャ
ヒ
ン
ら
が
ト
ロ
ス

と
ピ
ナ
ラ
を
ほ
ぼ
直
線
で
結
ん
だ
線
と
ク
サ
ン
ト
ス
川
の
交
わ
る
と

こ
ろ
に
想
定
し
た
場
所
よ
り
も
数
㎞
上
流
に
架
か
っ
て
い
た
と
考
え

た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ト
ロ
ス
︲
ア
ラ
ク
サ
間
（
二
二
・
二
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㎞
に
対
し
て
二
〇
・
八
㎞ cf. B

, l.28

）
と
ト
ロ
ス
︲
カ
デ
ュ
ア
ン
ダ

間
（
二
九
・
六
㎞
に
対
し
て
二
二
・
七
㎞cf. B

, l.27

）
の
距
離
比
は
、

や
は
り
現
実
の
道
路
の
距
離
が
直
線
距
離
に
近
い
の
に
対
し
、
ア
ラ

ク
サ
︲
カ
デ
ュ
ア
ン
ダ
間
（
二
〇
㎞
に
対
し
て
一
三
・
三
㎞
）
は
五

割
増
し
に
な
っ
て
い
る
。
ク
サ
ン
ト
ス
川
上
流
、
ケ
メ
ル
か
ら
四
・
五

㎞
北
に
古
代
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
、
ト
ロ
ス
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
両
市
に
向
か
う
道
は
、
ク
サ
ン
ト
ス
川
の
東
側
を
北
上
し

た
後
、
こ
の
橋
の
架
か
る
地
点
で
分
岐
し
て
お
り
、
カ
デ
ュ
ア
ン
ダ

か
ら
ア
ラ
ク
サ
へ
向
か
う
の
も
こ
の
橋
を
利
用
し
て
い
た
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
筆
者
は
ク
サ
ン
ト
ス
川
西
岸
に
六
差
路
を
想
定

す
る
シ
ャ
ヒ
ン
ら
の
推
測
を
退
け
、
ト
ロ
ス
の
町
自
体
が
東
西
に
向

か
う
街
道
網
の
結
節
点
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

（
10
）
パ
タ
ラ
か
ら
コ
ン
バ
︲
コ
ー
マ
︲
ア
カ
ラ
ッ
ソ
ス
（
現
エ
ル
マ
ル
）

を
抜
け
る
ク
ラ
ゴ
ス
山
系
東
側
の
エ
ル
マ
ル
高
原
ル
ー
ト
は
、
石
器

時
代
か
ら
独
自
の
文
明
が
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
，
今
日
で
も
ロ
ー

マ
時
代
の
街
道
の
痕
跡
が
残
る
が
（ibid.,191

に
写
真
）、
水
資
源
に

乏
し
く
、
灌
漑
用
の
ダ
ム
湖
が
で
き
た
今
日
で
も
人
口
希
薄
で
岩
が

ち
の
荒
涼
た
る
風
景
を
見
せ
る
。
リ
キ
ア
の
主
要
都
市
と
ア
シ
ア
を

結
ぶ
内
陸
ル
ー
ト
と
し
て
こ
の
道
が
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
は

思
わ
れ
な
い
。

（
11
） S. M

itchell, T
he T

reaty betw
een R

om
e and L

ycia of 46
B

C
, 

R
. P

intaudi 

（ed.

）, P
apyri G

raecae Schøyen 

（P
 Schøyen I

）, 
Firenze, 2005. 

彼
は
こ
の
青
銅
板
が
リ
キ
ア
同
盟
の
聖
域
レ
ト
オ
ン

由
来
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
（ibid., 183

）。

（
12
）M

itchell, art.cit., 228-230

（
13
）ibid., 215-216; D

. R
ousset, D

e L
ycie en

 C
abalide: la 

convention entre les L
yciens et　

T
erm

essos près d'O
inoanda. 

Fuilles de X
anthos 10, G

eneve, 2010, 140

は
、
エ
ル
ベ
ッ
ソ
ス
の

位
置
を
ギ
ル
デ
フ
湖
か
ら
一
〇
㎞
東
の
エ
ル
ビ
ス
ダ
ー
東
麓
に
置
く
。

一
九
九
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
エ
ル
ベ
ッ
ソ
ス
人
二
人
の
墓
碑
が
そ
こ

か
ら
発
見
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
現
在
は
、
写
真
がA

. V. Ç
elgin 

and G
. Ç

elgin, R
esearch in E

ast and N
ortheast L

ycia, in; O
. 

B
elli (ed.), Istanbul U

niversity’s C
ontributions to A

rchaeology 
in T

urkey (1932-2000), Istanbul, 2001, 392-399

）。
し
か
し
そ
の

場
所
は
、
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
か
ら
み
て
標
高
二
六
〇
〇
ｍ
の
エ
ル
ビ
ス

ダ
ー
の
ち
ょ
う
ど
反
対
側
に
あ
り
、
そ
う
し
た
場
所
が
長
ら
く
リ
キ

ア
人
と
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
係
争
地
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
後
述
す
る

ご
と
く
の
ち
に
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
た
と
は
容
易
に
信

じ
が
た
い
。
こ
こ
で
は
、
上
記
碑
文
も
筆
者
未
見
に
つ
き
、
さ
し
あ

た
りB

ean, op.cit.,175

の
同
定
を
採
用
し
て
お
く
。

（
14
）Strabo, 13. 4. 17; C

. F. E
ilers and N

. P. M
ilner, Q

. M
ucius 

Scaevola and O
enoanda: A

 N
ew

 Inscription, A
nat. Stud. 45, 

1995, 87f.

（
15
）
た
と
え
ば
、B

ean, op.cit., 29, 162

（
16
）G

. E
. B

ean, JH
S 68, 1948, 46-56; E

. S. G
ruen, T

he H
ellenistic 

W
orld and the C

om
ing of R

om
e, U

C
P, 1984, 732f.

モ
ア
ゲ
テ
ス

と
い
う
名
前
の
僭
主
は
、
前
一
八
九
年
と
前
八
〇
年
代
後
半
に
キ

ビ
ュ
ラ
に
現
れ
る
が
、
前
一
四
〇
年
代
に
ブ
ボ
ン
に
も
現
れ
る
。
グ

ル
エ
ン
は
こ
の
碑
文
に
現
れ
る
モ
ア
ゲ
テ
ス
を
後
者
と
考
え
る
。
そ

れ
に
対
し
、Zim

m
erm

ann, K
lio 75, 1993, 125ff.

は
こ
の
事
件
を

一
八
八
年
か
ら
一
六
七
年
の
リ
キ
ア
の
ロ
ド
ス
へ
の
従
属
時
代
の
も

の
と
考
え
、
一
八
九
年
に
現
れ
る
キ
ビ
ュ
ラ
の
僭
主
と
同
定
す
る
。

（
17
）一
九
九
三
年
に
ク
サ
ン
ト
ス
の
聖
域
レ
ト
オ
ンLetoon

（
三
㎞
南
西
）

か
ら
見
つ
か
っ
た
二
世
紀
の
碑
文（D

. R
ousset, op.cit., 6-13

）に
は
、
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小
テ
ル
メ
ッ
ソ
ス
（
＝
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
）
と
リ
キ
ア
同
盟
の
間
で
結

ば
れ
た
条
約
を
一
一
一
行
に
わ
た
っ
て
記
録
し
て
い
る
が
、
通
行
料

と
境
界
係
争
事
件
を
め
ぐ
る
取
り
決
め
を
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
の

資
料
は
、
こ
の
条
約
締
結
以
前
の
ピ
シ
デ
ィ
ア
人
と
リ
キ
ア
人
の
間

の
緊
張
関
係
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
。 

ル
ー
セ
は
こ
の
碑
文
を

前
一
五
〇
年
代
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
18
）B

ean, op.cit., 175

（
19
）F. Schindler, D

ie Inschriften von B
ubon 

（N
ordlykien

）, 
B

öhlau, 1972

（
20
）C

f. V. K
öse, The origin and developm

ent of m
arket buildings

in H
ellenistic and R

om
an A

sia M
inor, in; S. M

itchell and C
. 

K
atsari 

（eds

）, Patterns in the E
conom

y of R
om

an A
sia M

inor, 
C

lassical Press of W
ales, 2005, 139-166

（
21
）C

. Fellow
s, L

ycia, London, 1840

（
22
）W

. W
. W

urster, A
ntike Siedlungen in L

ykien. Vorbricht über 
ein Survey- U

nternehm
en im

 Som
m

er 1974, A
rch. A

nz. 91, 
1976

、23-49

（
23
）
リ
キ
ア
で
は
、
一
九
五
七
年
に
起
こ
っ
た
巨
大
な
地
震
の
た
め
に
、

い
く
つ
か
の
遺
跡
が
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
土

地
の
人
々
か
ら
の
伝
聞
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
ト
ロ
ス
の
劇
場
の

ス
ケ
ネ
ー
は
、
こ
の
地
震
の
前
は
そ
の
完
全
な
高
さ
を
と
ど
め
て

立
っ
て
い
た
が
、
崩
落
し
て
現
在
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
原
形
を
と
ど
め

な
い
。B

ean, op.cit.,38

が
テ
ル
メ
ッ
ソ
ス
に
お
け
る
こ
の
地
震
の

被
害
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
以
降
の

ト
ル
コ
隊
の
研
究
成
果
は
未
公
刊
で
あ
る
。

（
24
）
そ
れ
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ル
コ
に
お
け
る
発
掘
に
つ
い
て

は
、
最
近
阿
部
拓
児
﹃
西
洋
古
代
史
研
究
﹄
10
、
二
〇
一
〇
年
の

紹
介
が
あ
るD

. C
hallis, From

 the H
arpy T

om
b to the W

onder 
of E

phesus: B
ritish A

rchaeologists in the O
ttom

an E
m

pire 
1840-1880, D

uckw
orth, 2008

に
詳
し
い
。

（
25
）
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
発
掘
に
目
が
向
け
ら
れ
た
の
は
、
ア
フ
ロ

デ
ィ
シ
ア
ス
の
発
掘
を
指
揮
し
た
Ｋ
・
Ｔ
・
エ
リ
ム
の
功
績
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
古
代
の
発
掘
美
術
品
の
密
輸
発
覚
に
端
を
発
し
、

ト
ル
コ
政
府
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
欧
米
諸
国
に
よ
る
発
掘
調
査

を
制
限
す
る
政
策
を
採
っ
た
が
、
そ
の
間
も
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
シ
ア
ス

の
発
掘
は
継
続
さ
れ
、
こ
の
内
陸
都
市
の
、
帝
政
前
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
の
豊
か
な
活
力
を
証
明
す
る
数
々
の
遺
物
・
遺
構
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
厳
密
に
は
古
典
考
古
学
の
範
疇
に
入
る
か

ど
う
か
異
論
の
余
地
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
べ
き
は
、
日

本
の
辻
氏
と
浅
野
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
わ
れ
た
ゲ
ミ
レ
ル
島

の
発
掘
で
あ
ろ
う
。
こ
の
成
果
は
二
〇
一
〇
年
、
待
望
の
公
刊
を

見
た
。K

. A
sano 

（ed.

）, T
he Island of St. N

icholas. E
xcavation 

and Survey of the G
em

iler Island A
rea, L

ycia, T
urkey, O

saka 
U

niversity Press, 2010　

我
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
内
陸
都
市
に

関
心
を
持
つ
の
に
対
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
海
上
交
通
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
リ
キ
ア
沿
岸
島
嶼
部
の
経
済
的
重
要
性
を
背
景

に
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
の
形
成
・
発
展
に
着
眼
し
て
世
界
的
に

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
研
究
で
あ
る
。

（
26
）J. S. C

raw
ford, The B

yzantine Shops at Sardis, H
arvard, 1991; 

R
. C

orm
ack, T

he Tem
ple as the C

athedral, A
phrodisias Papers 

I, 1990, 75-88; R
. R

. R
. Sm

ith, and C
. R

até, A
rchaeological 

R
esearch at A

phrodisias  in C
aria, 1993, A

JA
 99, 1995, 33-58

（
27
）D

. D
e B

ernardi F
erraro, H

ierapolis, in A
rslantepe, 

H
ierapolis, Iasos, K

ym
e: Scavi archeologici italiani in T

urchia, 
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Venezia, 1993, 105-187; P. Verzone, H
ierapolis di Frigia nel 

lavori della m
issione archeologica italiana, Q

uadrini de la 
R

icerca scientifica C
N

R
 100, 1978, 391-475; I. C

laerhout, 
and J. D

evreker, P
essinous. Sacred C

ity of the A
natolian 

M
other G

oddess, H
om

erkitabevi Istanbul 2008; D
evreker, 

J. &
 W

aelkens M
., Les fouilles de la R

ijksuniversitiet te G
en 

à  P
essinonte, 1967- 1973, I-II. B

rugge, 1984; M
.A

.V. G
ill 

（w
ith contributions by C

.S. Lightfoot, E
.A

. Ivison, and M
.T. 

W
ypyski

）, A
m

orium
 R

eports, Finds I: T
he G

lass （1987-1997

）. 
B

A
R

 International Series 1070, O
xford 2002; C

.S. Lightfoot 

（ed.

）, A
m

orium
 R

eports II: R
esearch Papers and T

echnical 
Studies. B

A
R

 International Series 1170, O
xford 2003; K

. 
R

heidt, A
rchäologe und Spätantike in A

natolien. M
ethoden, 

E
rgebnisse und Problem

e der A
us grabung in A

izanoi, in: G
. 

B
rands und H

.-G
. Severin 

（hrg

）, D
ie spätantike Stadt und 

ihre C
hristianisierung, Sym

posion vom
 14. B

is 16. Februar 
2000 in H

alle/Saale. W
iesbaden, 2003

（
28
）
二
〇
〇
九
年
三
月
に
東
京
大
学
で
開
か
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
い
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
Ch
・
ル
ー
シ
ェ
は
、
現
在
エ
フ
ェ
ソ
ス

遺
跡
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も
い
え
る
﹁
ケ
ル
ソ
ス
の
図
書
館
﹂
を
復

元
す
る
た
め
に
古
代
末
期
の
貯
水
池
の
遺
構
を
記
録
も
取
ら
ず
に
解

体
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
こ
の
よ
う
な
発
掘
の
代
表
例
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
た
。

（
29
）W

aelkens et al., Sagalassos, I-V

（
30
）
ト
ル
コ
の
各
大
学
隊
に
よ
る
キ
ビ
ュ
ラ
や
リ
ュ
コ
ス
河
畔
の
ラ
オ

デ
ィ
ケ
イ
アLaodikeia

の
発
掘
の
進
展
に
は
目
を
瞠
る
も
の
が
あ

り
、
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で
西
部
ア
ナ
ト
リ
ア
内
陸
地
帯
の
大
都
市
の

威
容
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
31
）R

. H
aensch, D

er Städte des griechischen O
sten, in; D

ers.

（h
rsg

.

）, S
elb

std
arstellu

n
g

 u
n

d
 K

om
m

u
n

ik
ation

, D
ie 

Veröffentlichung staatlicher U
rkunden auf Stein und B

ronze 
in der R

öm
ischen W

elt, Vestigia B
d.61, 2009, 173-187

は
地
方

的
偏
差
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

（
32
）H

. V
anh

averbeke, F. M
artens, M

. W
aelkens, and J. 

Poblom
e, Late A

ntiquity in the Territory of Sagalassos, in; 
W

. B
ow

den, L. Lavan, and C
. M

achado, R
ecent R

esearch on 
the Late A

ntique C
ountryside, B

rill, Leiden, 2004, D
. B

aird, 
Settlem

ent E
xpansion on the K

onya Plain, A
natolia: 5

th - 7
th 

C
enturies A

.D
, ibid.,219-246 

（
33
）
二
〇
一
〇
年
秋
に
来
日
し
関
西
と
東
京
で
講
演
を
行
っ
た
Ｊ
・
レ

イ
ノ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
発
掘
さ
れ
て
い
る
ア
フ

ロ
デ
ィ
シ
ア
ス
で
さ
え
、
な
お
城
壁
内
の
市
街
地
の
八
割
が
未
発
掘

と
い
う
。
た
だ
し
、
一
つ
の
都
市
全
体
を
掘
り
つ
く
す
の
は
難
し

い
に
し
て
も
、
都
市
の
中
心
的
生
活
圏
だ
っ
た
場
所
に
複
数
の
ト
レ

ン
チ
を
開
け
、
そ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
る
土
器
の
破
片
の
サ
ン
プ
リ

ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
土
器
の
流
通
パ
タ
ー
ン
や
編
年
を
く
み
上
げ

よ
う
と
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
し
て
お
く
べ
き

だ
ろ
う
。C

f. J. Vroom
, Late A

ntique Pottery, Settlem
ent and 

T
rade in the E

ast M
editerranean; A

 Prelim
inary C

om
parison 

of C
eram

ics from
 Lim

yra 

（L
ycia

） and B
oeotia, in; B

ow
den et 

al. （eds

）, ibid., 281-331

（
34
）
枚
挙
に
暇
な
い
が
、
今
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
方
向
の
研
究
の
隆
盛

を
も
た
ら
し
た
画
期
的
な
出
来
事
、
研
究
成
果
と
し
て
一
九
八
八

年
のJournal of R

om
an A

rchaeology

誌
の
創
刊
と
、
一
九
九
三
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年
のS. E

. A
lcock, G

raecia C
apta. T

he Landscape of R
om

an 
G

reece, C
am

bridge, 1993

刊
行
を
挙
げ
、
ま
た
方
法
論
を
め
ぐ
る

論
争
の
興
味
深
い
一
例
と
し
てA

. B
ow

m
an and A

. W
ilson 

（ed.

）, 
Q

uantifying the R
om

an E
conom

y : M
ethods and Problem

s, 
O

xford, 2009
に
お
け
る
フ
ェ
ン
ト
レ
ス
と
マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
ー
の
論

考
の
み
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
碑
文
学
に
つ
い
て
は
、
小
ア
ジ
ア

を
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
第
二
次
大
戦
後
の
碑
文
学
界
を
リ
ー
ド
し

た
Ｌ
・ 

ロ
ベ
ー
ル
の
諸
著
・
論
考
が
何
よ
り
参
照
さ
れ
、
踏
ま
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
35
）
最
近
、
南
雲
泰
輔
﹁﹁
古
代
末
期
﹂
研
究
と
考
古
学
を
め
ぐ
る
一

動
向―

Luke Lavan

と
﹁
古
代
末
期
考
古
学
﹂﹂﹃
古
代
史
年
報
﹄
8

号
、
二
〇
一
〇
年
が
、
二
一
世
紀
か
ら
始
ま
っ
た
﹁
古
代
末
期
考
古

学
﹂
を
め
ぐ
る
理
論
考
古
学
者
主
体
の
﹁
大
西
洋
派
﹂
と
経
験
主
義

的
考
古
学
者
主
体
の
﹁
大
陸
派
﹂
の
方
法
論
的
対
立
や
、
ま
た
﹁
古

代
末
期
考
古
学
﹂
そ
れ
自
体
の
存
立
の
妥
当
性
如
何
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
そ
う
し
た
新
し
い
研
究
動
向

を
意
識
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
小
ア
ジ
ア
の
考
古
学
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
確
認
さ
れ
た
古
代
の
農
村
域
居
住
地
が
こ
の
五
〇
年
間
に

わ
ず
か
二
五
〇
〇
件
か
ら
十
万
件
に
劇
的
に
増
え
た
イ
ギ
リ
ス
の
よ

う
な
状
況
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、﹁
古
代
末
期
考
古
学
﹂
が
唱

え
る
よ
う
な
高
度
に
理
論
的
方
法
論
の
適
用
が
直
ち
に
可
能
な
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
マ
ッ
テ
ィ
ン
リ
ー
（
上
註
30
参
照
）
が
指
摘
す
る

よ
う
な
理
論
考
古
学
の
方
法
論
的
問
題
、
さ
ら
に
一
部
の
理
論
考
古

学
者
が
都
市
に
農
民
は
居
住
せ
ず
、
農
民
は
な
べ
て
農
村
に
居
住
す

る
も
の
だ
と
い
う
あ
ま
り
に
単
純
で
お
よ
そ
あ
り
え
な
い
前
提
か
ら

出
発
し
て
い
る
と
い
う
問
題
（
上
註
三
〇
に
挙
げ
た
フ
ェ
ン
ト
レ
ス

の
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
筆
者
が
抱
く
最
大
の
疑
問
）
も
あ
る
。
た

だ
し
、
南
雲
氏
が
指
摘
す
る
考
古
学
者
の
歴
史
学
者
化
は
、
ト
ル
コ

人
研
究
者
の
間
で
も
確
実
に
見
ら
れ
る
動
向
で
あ
り
、
出
土
碑
文
の

テ
ク
ス
ト
／
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
読
解
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
他
方
、
歴
史
家
の
考
古
学
者
化
は
、
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
歴
史
研
究
者
主
体
で
発
想
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
そ
の
表
れ
で

あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
大
学
の

坂
口
明
氏
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
オ
ス
テ
ィ
ア
の
考
古

学
調
査
が
始
ま
っ
た
の
も
、
同
じ
動
向
の
中
で
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
ト
ル
コ
に
お
け
る
発
掘
は
、
夏
に
シ
ー
ズ
ン
が
限
ら
れ
、
そ
の

た
め
の
労
働
ビ
ザ
を
前
年
の
一
二
月
ま
で
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
資
金
確
保
が
で
き
な
い
と
私
費
で
発
掘
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
日
本
人
研
究
者
に
と
っ
て
不
利
な
条
件
下
に
は
あ
る
が
、

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
に
か
け
て
の
聖
堂
・

聖
域
に
関
心
の
あ
る
、
と
く
に
若
手
研
究
者
に
は
、
歴
史
や
考
古
学

と
い
っ
た
垣
根
を
越
え
て
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
る
。

（
36
）
た
と
え
ば
、
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
河
畔
の
マ
グ
ネ
シ
ア
の
ア
ル
テ
ミ

ス
・
レ
ウ
コ
フ
リ
ュ
エ
ネ
神
の
祭
儀
。Inschriften von M

agnesia 
am

 M
äander, N

r.100 A
-B

.

（
37
）
た
と
え
ば
、
ト
ロ
ス
の
隣
町
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
デ
モ
ス
テ
ネ
イ
ア

と
呼
ば
れ
る
二
世
紀
設
立
の
祭
儀
の
詳
細
な
規
定
。
さ
ま
ざ
ま
な
賞

金
付
き
競
技
で
一
ヵ
月
近
く
も
祭
り
は
続
い
た
。M

. W
örrle, Stadt 

und Fest im
 K

leinasien, C
. H

. B
eck, M

ünchen, 1988 
（
38
）
帝
国
東
部
に
お
け
る
宗
教
と
権
力
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
や
や
古

い
が
重
要
な
研
究
と
し
てD

. R
. E

dw
ards, R

eligion and Pow
er: 

P
agans, Jew

s, and C
hristians in the G

reek E
ast, O

xford, 
1996

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
祭
儀
に
つ
い
て
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は
、
三
世
紀
に
お
け
る
優
勝
者
の
数
多
く
の
像
の
台
座
碑
文
が
知

ら
れ
て
い
る
。
デ
モ
ス
テ
ネ
イ
ア
に
代
わ
っ
て
エ
ウ
ア
レ
ス
テ
イ

アE
uaresteia

、
ア
ル
テ
メ
イ
アA

rtem
eia

、
ア
ン
ド
ロ
ベ
イ
ア

A
ndrobeia

、
メ
レ
ア
グ
レ
イ
アM

eleagreia

と
い
っ
た
創
設
者

の
名
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
体
育
競
技
が
盛
ん
に
な
る
。A

. 
H

all and N
. M

ilner, E
ducation and A

thletics. D
ocum

ents 
Illustrating the Festivals of O

enoanda, in; D
. French 

（ed.

）, 
Studies in the H

istory and T
opography of L

ycia and Pisidia. 
In M

em
ory of A

. S. H
all, T

he B
ritish Institute of A

rchaeology 
at A

nkara, 1994

三
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
競
技
祭
の
隆
盛
に

つ
い
て
は
、R

. Ziegler, Städtisches Prestige und kaiserliche 
Politik. Studien zum

 Festw
esen in O

stkilikien im
 2. und 3. 

Jahrhundert n. C
hr., Schw

ann D
üsseldorf, 1985; M

itchell, 
JR

S 80, 1990

（
39
）
一
二
世
紀
ま
で
、﹃
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
管
轄
教
会
司
教

座
表
﹄N

otitiae episcopatuum
 E

cclesiae C
onstantinopolitanae 

（G
eographie ecclesiastique de l'em

pire byzantine I, Paris 1981

）

に
司
教
座
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
40
）O

. K
öse and R

. Tekoǧlu, A
dalya 10, 2007, 63-76

に
初
出
の

前
二
世
紀
の
碑
文
は
、
個
人
の
死
後
祭
礼
基
金
の
創
設
を
扱
っ
た
も

の
で
、
大
き
な
縦
長
の
石
の
三
面
に
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
の
部
族
名
（Iobates, B

ellerophon, 
Sarpedon

）
か
ら
お
そ
ら
く
ト
ロ
ス
か
そ
の
近
隣
に
由
来
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。C

f. R
. Parker, A

 Funerary Foundation from
 

H
ellenistic L

ycia, C
hiron 40, 2010.

こ
れ
は
現
在
個
人
蔵
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
て
、
発
見
場
所
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
碑
の

一
例
で
あ
る
。

（
41
）T

A
M

 II 585

（
42
）C

f. R
obert, H

ellenica 10, ; O
M

S V
II 531-548

（
43
）
こ
の
碑
文
に
つ
い
て
は
上
註
一
五
参
照
。?ah

in and A
dak, 

op.cit., 131

に
よ
れ
ば
、
こ
の
条
約
は
、
そ
の
写
し
を
レ
ト
オ
ン
の

聖
域
、
ト
ロ
ス
の
ア
ル
テ
ミ
ス
神
殿
、
オ
イ
ノ
ア
ン
ダ
の
ゼ
ウ
ス
神

殿
、
お
よ
び
カ
ウ
ノ
ス
の
四
カ
所
に
刻
ん
で
示
す
こ
と
を
定
め
て
い

る
と
い
う
。

（
44
）
こ
の
都
市
に
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
妻
リ
ヴ
ィ
ア
の
死
後
、
ユ
リ

ウ
ス
氏
の
繁
栄
と
永
続
を
祈
念
し
た
競
技
会
が
リ
キ
ア
同
盟
の
そ
れ

と
し
て
設
け
ら
れ
た
。T

A
M

 II 549. C
f. R

obert, O
M

S V
II 35-48

（
45
）P. B

row
n, A

ntiquité tardive, in; H
istoire de la vie privée. 

Tom
e 1. D

e l'em
pire rom

ain à l'an m
il, Seuil, 1985, 225-300

（
46
）R

. K
rautheim

er, E
arly C

hristian and B
yzantine A

rchitecture, 
Yale U

niversity Press, 1986 （4
th ed.

）, 99-103

（
47
）
し
か
し
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
こ
と
か
ら
社
会
的
・
経
済
的
活
力
の

減
退
を
論
じ
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
古
代
末
期
に

は
、
リ
キ
ア
で
も
山
中
の
隔
絶
さ
れ
た
場
所
に
多
数
の
教
会
や
修
道

院
が
作
ら
れ
、
そ
の
周
辺
に
数
千
人
単
位
で
居
住
す
る
集
落
が
で

き
る
と
と
も
に
、
人
々
は
そ
こ
へ
巡
礼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
社
会
的
動
向
に
つ
い
て
の
検
証
や
評
価

は
、
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。M

. H
arrison, M

ountain 
and Plain, From

 the L
ycian C

oast to the Phrygian Plateau in 
the Late R

om
an and E

arly B
yzantine Period, U

niversity of 
M

ichigan, 2001

（
48
）
た
と
え
ば
、H

.-G
. Severin, A

spekte der Positionierung der 
K

irchen in oström
ischen Städten, in; D

ers 

（hrsg.

）, D
ie 

spätantike Stadt und ihre C
hristianisierung, Sym

posion 
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史
苑
（
第
七
一
巻
第
二
号
）

vom
 14. B

is 16. Februr 2000 in H
alle/Saale, R

eichert Verlag 
W

iesbaden, 2003, 249-258

（
49
）
聖
堂
の
ア
ト
リ
ウ
ム
の
囲
壁
は
、
今
は
崩
れ
て
北
側
の
一
部
を
残

す
の
み
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
高
さ
（
四
～
五
ｍ
か
）
を
示
す
。
た

だ
し
、
構
造
上
、
こ
の
囲
壁
は
聖
堂
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

聖
堂
自
体
よ
り
後
代
の
建
築
と
考
え
ら
れ
る
。

（
50
）B

. W
ard-Perkins, R

econfiguring Sacred Space: from
 Pagan 

Shrines to C
hristian C

hurches, in; Severin （hrsg.

）, 285-290

（
51
）
パ
タ
ラ
の
大
バ
シ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、A

. U
luçam

, in: K
azı 

Sonuçları T
oplantısı 12/2, 1990 [1991], 37f. pl.8; F. Isık, L

ykia 
2, 1995, 186, pl.15

ペ
ル
ゲ
の
バ
シ
リ
カA

に
つ
い
て
は
、H

. 
R

ott, K
leinasiatische D

enkm
äler aus Pisidien, Pam

phylien, 
K

appadokien und L
ykien, Leipzig, 1908, 46-50

（
52
）
ト
ロ
ス
の
聖
堂
は
内
の
り
で
ア
プ
シ
ス
か
ら
身
廊
の
端
ま
で

三
一
・
九
ｍ
、
翼
廊
の
端
か
ら
端
ま
で
三
一
・
九
ｍ
、
前
庭
の
長
さ

一
八
・
二
ｍ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
パ
タ
ラ
の
大
バ
シ
リ
カ
（
そ
れ
ぞ

れ
四
三
・
五
ｍ
、
三
三
ｍ
、
一
七
・
五
ｍ
）
や
ペ
ル
ゲ
の
バ
シ
リ
カ
Ａ

（
そ
れ
ぞ
れ
四
七
・
六
ｍ
、
三
三
・
三
ｍ
、
二
五
・
三
ｍ
）
に
比
べ
て
小

ぶ
り
で
あ
り
、
ま
た
工
法
も
、
パ
タ
ラ
や
ペ
ル
ゲ
の
場
合
の
よ
う
に

切
石
積
み
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
礫
石
を
セ
メ
ン
ト
で

繋
い
だ
素
朴
な
も
の
で
あ
る
。K

rautheim
er, op.cit., 108

は
こ
の

タ
イ
プ
の
バ
シ
リ
カ
を
小
ア
ジ
ア
南
岸
の
地
方
的
建
築
流
派
と
し
て

い
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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On the Excavation Project of Tloan Basilica: The Preliminary Report

URANO, Satoshi

The excavation project of the main (probably episcopal) basilica in Tlos, 
one of the most prosperous cities in Lycia, has started since summer, 2010. 
The building is located at the centre of the civic public space, and thought to 
have been constructed on the former pagan sanctuary area (temenos) where 
the temple of Kronos, the civic main God, was also located to the south. 
The excavation will reveal when the basilica was constructed, what kind of 
building(s) it replaced, to what extent the former structure was destroyed 
and removed, how far the construction of the basilica worked on the 
changing aspects of the late antique civic life, how long the basilica survived 
and so on.




